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第間宮 第日号祉 (OキIJll式問)の石器 (1/3 875; 1/.9) 
860'870.872 ;ホルンフェルス 861. 863-865;紡板おホルンフェルス

862 ;砂岩貿給板担普 段訓6.869:粘板岩 867 総8'871 ;硬砂岩
873-875 . p;n ;緑石安山智 8'76 ;輝総岩 878 ;輝緑湯治? 879;繍陽活
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第58号祉(曽利E式期) 860-883 

石撤回0-870は分厚いものが多い。8fi/も厚い刃部をもつが、カなり使いこまれたら Lくぽ

輔が著しい。 870~1小型な骨:0 871は石蝿カ周轄を刃とする石器か判別できない。 872は背に自

黙面を贈す打製石胤丁である。 873-874は田石。大型な石.Ils.875はテラヅと磨捕しているが、こ

れは炉の暢石にffわれていた。 876も炉のツメ石になっていた縦締結の瞳石器。 877は団子状の

丸石。 878は河原町小石が手触りよく磨られ、微細~アハタ痕が認められる。石鍍 879!i くりか

えし執柑に剥離された盛品。石斧の破片が3個出土したが、意外にも皿0の片刷れが59号枇から

出土している。この半身にl志破損部にかけて漆らしい黒色の簿膜が付いている。881の破損断面

には二次融打が加えられ、 882は炉のツメ石に控われていた。 8831ま58脅祉に嬢された72号祉の

遺物で"る。鱒輯躍灰岩製の石斧の一割合、ら剥いだものらしく、冊辺部カ~奇躍されている。石

斧形をしているが片方の日被愛が親い。

第50号祉(曽利目式期)および第75号祉 自白-920

日号祉には大量の土器群が集積されたように遣されていたが、正反対に石器は貧弱であり、

石鎌(l)出土点数が最も多かった。石離は曲4 田5の2点でも、田4は片面に表I主を有す。 886は打

面に表皮をもち、韓掃が鋭い石片である。 8871ま角iまった白期面をもっ厚い石片に粗い加工を

Lている。回8はやはり片面に表皮をもち、両側辺に簡単な加工がみられるだけのもの。 889-

891は打製石庖丁である。背に表皮をお<890の刃は世間減りし、片面表皮の891も刃こiまれがあ

る。曲Z と 893は唖砂岩の方位状ないし棒状~膿を{宣った石器で~~o 892の表表面はカサカサと

虜荒れしているが両棚面は転石の滑らかな表庄を f* ち、両先端には微かな打曜と明らか~唖協

槙がある。 893の一面には訂出凹みがあり、その片傾惜は打躍で協っき、陣り合う厳もr!J広い

面は磨ったよフ号平滑面をな L、両先端は微かな打療で丸くなったように見える。

凹石8担と895はどちらも地山の宮古躍を聞いた組披品。石皿朋6は鮮明な弧組立を彫っており、

総3
醐

開 。o 主主

草加図 第58号祉(曽利E式朗)および軍72号祉出土の石器 (1/3 ) 
曲。-8位，暗号祉曲3; 72号泣

曲。 883;輝緑凝灰治問1田2:縛岩
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軍50号右上(曽利E式期)および第75号祉畠土の石器
田4-918;日号.td: 919. 920 ; 75号泣

国4 田9;スレート田5.8畠田8.889;粕級右 887;砂賀直結

890 . 893 . 918 . 919 ;硬砂岩 891 ;御荷鉾銭色お 892 ;粘説岩質砂岩

田4 田5;単斜斜方蝋石角閃石安山岩田6;角閃石両輝石安山岩

8o/l . 898 ;縁石安山岩 鉱~;樽岩田1 輝緑老若 902-916 ;黒'M岩
917 . 920 チャー.ト

8国 1/9)
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鋭部図革59号泣(僧手lJll式問)の石器 (1/3 ) 
世1.9盟 9四銭抱・抱3;枯銀法 9由 934 田9;スレート

田4.~到0; 毎緑岩 925-927 銃l6;ホルノフェルス 931 ;御荷S輔量色岩
田2;砂岩ホルンフェルス 田5・田8; 給援活ホルンフ~，レス田7 ; J'(岩

940-剖2、.!!臨悠 943 単斜・割方輝石角間石安山岩 944 :輝石安山岩
{曲。輝総凝灰岩}

150-ー



四 • h 
E 

。

筑前図篠田号泣 {節制E式期)の石器 ( 1/3由1; 1/6) 

間

945.94.7.949 ;規石安山定 946.948 ;単斜紛方鋸石角閃石安山総

9団，硬砂1: 951; l'旬間石安山活
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完形でないのが惰Lまれる。団子のような丸石897と898のうち前者には韓土が残着している。

899は四周を打欠いた石錘。町0は片面に表皮がある輝岩製で、研磨すれば小型石斧になる。901

はツルツルに磨かれた細粒婚時治の角状劉品であり、一部を除いて燦とも揮の撞布檀ともつか

ない黒色物がしみついている。田2-9聞は微細な世用棋が残る剥片石器。石鎌田9-918のうも

916は朱成品らしく、 917は官灰色チャ ト型、 9181率一風変って唖砂省製である。

片面談庄の打型石庖[919と玉髄のような良賞チャー ト製の刃器削Oは、 75号祉の遺物である。

第59号社(曽利E式期) 921-951 

この家からは酬にまとまった石器セッ卜が出土している。石棺が多く、 921-935の15点ある。

921と933は胴〈ぴれL、目51本量楢葉形のf"鍬風奇形態をとる。 934は周がずれ、刃も斜めに作
る。 922-9:剖 9却の刃部には摩輔がみられ、 9担は智面に表庄が残る。岬荷骨蹄色縫製の 931

はー剖に表庄を捜しているらしいが、他は伊I越加工した後に半研醒されて恰も表皮面のような

串じになっている。小型な石鍬田5はうすくて伊m*量が鋭い。 936t1日号社の778と同雄主半円形の

身を特置とする中級除草具。 田71持基闘状ないしは磁のtl¥躍った靴形石器。 938.939は両刃

方形の打製石庖丁である。

次に、凹石および磨石943-948には、通例にもれず黄土色の膜を被った粗製品948が古まれて

いる。 943はちょっと藍った感じがする。表面が接い黄白色を呈Lてヒピ割れがひどく、アパ夕

日書に銭面棋の磨面がとぎれとぎれに点在し、ポツンと揖い赤インク色町括染がある。他の面は

あまりヒピが入つてなく、全体がザラッとしで煤の付箸が微かにみられる。届平な担4には沸石

の品i同がある。小さな皿形をした剖9は表裏とも滑らかで、凹地を限る周掃には加工打揮がうか

がえ、そこだけ白っぽい。 9叩は唖砂岩の届平方柱状主曜を飼い、両則は転石面のままでみるが

表選良面は少し肌理荒れして微かに凹んだ個所がいくつかあり、端部に僅かな打揖がみられる。

由。'は58号祉の回0と接合する石斧の頭部である。やはり徹治、に串いしみつきが認められる。940

はちょっとした剥離のみられる噛執の制片、 941は石雄、 942は石録。

951が炉の離に描転していた石神である。灰白色の角関石安山岩製で、全体にポクボクとした

加工痕f著しいが 一面を除いて面の中央を蛇行する文様が不鮮明ながら刻まれている。そし

て文相部は事色されていたらしく、出い赤描告のLみつきが措っている。

第70号祉(曽利困式期) 952-9ω 

952-9臼は石鍬。 有茎三角形の9日は宵面制に石付の表皮をとり、片刃をつけた見事な作品で、

これはもう現代の奪取鎌と金〈変りない査である。 9日は打割石庖了。 957は片面表皮の厚い石

片に加工が見られるが同ともいえない。 958は小さなおにぎり形町磨石。 959は届平会凹石。 6

面柱状の磨石9印は意外と重量感がある。 一部はかなり滑らかに磨られ、 他の薗は細か~整形打

棋を暁し、 一面に打檀の集中したアパタ杭凹療がある。♀お、朱色の額料様のものが少L付着

している。
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第56号社(曽利回式期) 961-979 

石雄961-9日のうち9日と国3は同様な幽刃に作られ、 どちらも石村の表皮面を有す。小型な

970はこれらに革が付いた、ないしは肩が作り出されたものと見倣せる。 970の周の棋りはすっ

かり丸<l!l捕し、曲刃も丸掛りしており、柄を着けるとこれは斜也~崎位にして眺めるべき靴

形石器との中間車態である。したがって970を過して962や時3が幽刃に作られでいることの意味

すなわち機能が理解されよう。有韮扇状の石器9臼は、新たに取り出した石材でな〈 、河原の自

然石片を加工Lたらしく、厚目で刃部もずんぐりしている。短冊形の965は片{則に薄〈、石雄と

自

相.. 
を1i}

朝日」製当。

第88図出70号杜(曽判皿式期)の石器 (1/3) 
952.9日目6，ホルンフ ェルス 9臼，粘板岩 955 ;硬砂岩

"，同一
957。スレ ト 958従泊。縛石安山岩 959 ;単斜斜カ簿石角閃石安山宕
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も石庖丁ともつかない。 田6は不恰好であるが盤音楽形の石鍬とみなせるo967-969は似た形

状をして、 969の爾には浅い掛りがある。掘揮のように柄がつく蝿先疋ろうかo971-973は打割

石庖Tである.

974は周欄面に微細企酷打聾形躍を残してツルツルに磨かれた、細粒銀揖定の小石である.

ほんの少し面の中央が肌理わる〈、惜でてみると片面に微か会回復がある。また、冊躍の一部

に樺らしい朝銀色のものが微かに付着している。 975は!lかに滑面をとどめて，y.ロポロに風化

した閃書花崩岩の庖石である。似た石貨のものは115cグ1)'lドと52号社から出土Lているだけ

で、珍しい.凹石976-978のうち9761i1i'のコーナーにあってツメ石にされていたo977の一部

には糊杭の炭薫物が廿ιまと輝色に染まった部分もある。石血979はきれいな出来。

第61号社(曽利皿式期 980-1017

石鍬と凹石を主体にしで‘量も多い。石曜は980-拍4までの15点.そのうち987.9剖 993 

田4の4}，~が料刃または曲刃であり、いずれも刃部l志摩揖している。また、 9剖・岨8. 991 . 992 

iIどは酬に'J裂な作りである。回0は輯音葉形町民普鍬スタイルo986は身巾が広い有周方形の離

で、刃部lま枯極岩ホルンフ zlレスの薄片状風化が晶細な縞文樺を錨き、典型的な摩耗痕を示し

ている。表皮を背面欄にとったものに弼3・田8.993がある。ところで、制刃~曲刃形の4.r:J;!，の

うち最も端的"抽4は、斜め位置にして見るべきである。それ怯足のような形状をして、靴酵石

置の範囲に入る. 四31ま肩の揺れがや・弱〈 この一歩手前にある.世って、ことでも靴貴重石

器と割刃ないし曲刃形石曜との類揖関係をとらえ、斜刃~幽刃鍬の機能ならびに使用法を明ら

かにすることがで容る.次いで、田5-9咽は打割石IliTである。 四5は育に、 997・998は刃轟

酬に表直を有す。

凹石類は 999-1曲8の10点で、池山の包古嘩を少し打欠いた疋けの粗製凹石l曲7. 1叩81./2

，~iJ る.また l田5も閉じく地山の包含嘩に持者な軟らかい自貧色の被膜をもっ不畳摺品でもある。

瞳面状に晴られた999にはヒピ削れが強〈入り、手触りのよい1目lOlt酸化蝕分にふれたのか檀尚

色の汚監がみられ、 1回3の一部は瞳面状に腫られている。 l加9は槽円体の小型胞石。 lO叩は団

子状の丸石。lOllと1012は届平方桂杭の唖砂省を使った曙石器である。 1011は巾広会両面が膚

荒れL、冊面は滑らかな転石の表皮を保つが、 1012は巾広な面がスルッとして片方の冊面と他

方の倒縁埴師が膚荒れしている。また二っとも曜の頂唱に微かな打彼杭の荒れが認められる。

1013も鰍揖岩舟唖石器。 1014は石斧の頭部、 1015は有韮扇杭形石器のミニチュア品.1016.1017 

は制片石器である.

第臼号祉(曽利四式期) lO18-1例。
1018-1022は石離である.授形の1018は胴町〈びれを融打仕上げLた秀作、 10却は有周幽刃

の輔、 1019・1021怯背面に表皮を有し、 1019と1022は刃剖b'iIf減しているoIα!3 . 1但41i片面
に表皮をもっ欄端銃口石器である。 1田SIま円刃の石庖T0 1026は鋭利な核融をもっ石片。lO訂
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明くこコ
第四函 館田丹祉 (僧科目式聞)の石器 (113 m; 1/9) 
961-962.967.9剖 971 鮎板治 963 ;硬砂場
蝿4-969.972.973 ホルνフ孟ルス由5，砂怠

970 スレート 974 ;薄緑岩 975 ;関11花測結
後初5;A治質枯仮治

976.978.979 ;錫石安山岩 1:517 ;単斜斜方鱒石角閃石安山岩
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第開図 第61号t止((11手1)田式聞)の石器 ( 1/3 ) 
980 咽9.9担。ホルンフェルス 981 曲2 抽6;粘綾岩ホルンフェルス

蝿3.987;スレ ト坦4. 985 . 991 明6 咽7;帖唯治 988;千校緒。

9町田2 回5;硬砂治訴ま3;藍r.<l1t1il片治? 四8;輝治

気抱-1曲 1;鴛石安山総
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車91図革61号証(曽利回式!期)の石器 ( 1/3 ) 
1同2-10加 10田 1凶9.1010;館石安山宕

1凹5'1007-1回8;単斜 斜方海石角閃石安山岩 1011. 1012 ;硬砂岩

1013 ;輝緑治 1014 ;輝緑凝灰岩 1015-1017; I偲臨岩
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第92国第64号祉{幡判N式朗)の石器 (1/3 ) 
1018 ;帖緩岩賓砂活 1019. 1021 . 10Z4 ;スレート 10却，ホルンフェ:<

1022 . 1023 ;硬砂岩 l位5"1即7;粘板岩 10描;JU!.K純紘省
l似~; ? (河原小石) 1田9"1田O，Z禄躍活 1031 . 10坦-1035;..石安山燈
阻ま2;砂";jjホル Jフェルス
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はプロンとした河原石のー部に表皮を捜して2面を打欠i 周冊面を磨っている。 10却はすぺ

すべした小石であるが、全面に黒い盈料が切れ切れにこびりついている。 w自は石徹、 1030は
見事な釣針である。三角柱状の挽石1031は3面とも滑らかに眉られ、両端面は打倒ぎや高度打し

たような整形打撃痕で占められ、それがー辺の稜にもあって「く」字形の緩角をなしている。

なお面の一部に燥機の付着がみられる。やはり三角経状のl田2は胤化した砂省ホルノフェルス

の曙石器。凹石1033-10甜のうち磁備がめる叩36は樽輯岩製である。綴れた石皿1039はツルツ

ルに摩滅している。完形石皿1040も口元に目立ての打磁を捜しテラ γと政雄Lているが、裏面

はこんもりとして不安定でーある。

1041-1053 第69号社(曽利刊式期)

石鍬l倒1-1047のうち1倒2は斜刃、 1043. 1加4は他lた形状の幅刃であり、回42と1043の腐に

は浅い主乗りがめる。l白6. 1047の片{剤は鋭い波掃をな し、 償世にしてみることもできる。 l帥8

1037 

、

p
h

唱書

理f

，S:=二フ口畑"レ.

h
r
a噂
am

与
で
で
第田図第臼号祉(曽手'llV式閉}の石器 (1/3 1039;1/61倒0;1/9) 
1036 ;海総省 1037' 1038 ;輝石安山岩 1039. 1040 ;単斜・割方鱒石角間石安山岩
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はラフ辛打魁石庖了。 1049は分厚い包丁雄刃器。凹石1050. 1051のうち1051の周側面にはター

ル状の黒色物が付着し、顕著なところで拡アパタ状の凹檀までくまなく曜い、光沢惑がみる。

定角層型石斧1052は研際的:&1まない剥離面が技る。1053は石銭。

第52号祉出土の石器 1054-1062 

石時10臼l志一部に表皮を有L、刃部はよく忠誠している。大きく棋られた1055は分胴形の鍬

だろう。細長い1056は半月形に外奪する刃をもっ中耕除是非具て."り、 1057も同峰主機能をもっ

龍三

AI.即 1醐

"削

E 

軍9'図 話回号急上{曽和;JN式期)の石器 ( 1/3 ) 
1041 . 1049 ;ホルンフエルス 1加2、硬砂宕 10岨 1白4;砂岩
l但5-1046;粘調岩ホルンフェルス i但7.1倒8;給板岩

1匹0.1051;縛石安山岩 1052 ;絹緑綬灰怨 10日，扇拙岩
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有韮石器。 10団 1059は打製石庖了。 10倒ま締結凝匹岩型なので小型石斧の来成品疋ろうか。

磨石1061は微細な高度打置を残して磨られ、制口も半分〈らいが二次加工されたらし〈手触りが

いい。石質は石主L閃長宕らしく、移入品疋ろう。 1062は凹石。遺構の在り方?土器片の出土状

況からみで、これ§のなかには53号祉に関わる曽利目式期頃の遺物が古まれでいる疋ろう。

第65号祉上層出土の石器 10臼-1071

石轍1063のV字形の刃先はf史朗甜りしている。 10臼は打盤石庖丁、 I師5は片面表皮の両個端

掛口石器、 1066は小型な有肩扇状形石器である。 1067は赤色チャート軒町刃器。石斧1068には

斜走する研磨痕が残る。スレートの転石を用いた1069は周膳部に整形打植がみられ 片面に明

暗~凹みをもっ礎石器。 1070は普通な、 1071は嫌絹劫宕割の凹石。これらの中には曽利期的会

要素がみられ、後期初顕とするには暗躍する。 65号祉の遺物も嵩じっていることだろう。

第59号祉北辺の~è石牡付近、他品土の石器 1072-1091 

1072-1076は石離で、 1072と1076は背面に表皮を有す。 1076は曲の刃みえいな形状である。

長手~石庖丁1077は片面に表皮を残し薄い刃組が通っているが、背綾の 2個所に浅い掛りを加

えでいる。これは恰も有孔描製石庖1め現孔に相当するようで面白い。 1078.1079も打製石庖

"ち

1国§

l ld 
~ [lJ~幽)輔
1喧宮 ，.回 q 5 IOcm 

第95冨 第52号社出土の石器 ( 1/3 ) 
1054;硬砂結 lu日 1国6;粕仮岩本ルノフエルス 1057 ;頁岩

l師8;粘板岩 1059;スレ ト 10田，鎌緑磁灰岩

l岨1;石英悶長岩ワ 1062 ;海石安山総
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丁。大型な円筒状石斧10聞の頂端はァルフルしている。 1081は長大な三角稜石片のー稜を丁寧

に加工Lている。 1082は樟状の縛樟岩を用いた樺石器でもあるが、特にf置用担は見当らない。

1083-1089は凹石および麿石。そのうち1曲目ま石鹸状に躍られ、片面的凹みの中央は方形を呈

こJ四面には揖土を搭かして壷ったような借色のものとテカテカした貰禍色の粘土とが全体L 、

に食い込んでいる。 10田 1091は壊れた石皿。総ヒてzれらはみな中期的な石器といえる。

1092-1096 弧状列石祉北辺出土の石器

これらは後期初1凹2-1四4は石雄、 1095は縦割ぎの石片、 1096は分厚い分胴形の離であり、

頭の石器と信じられる。
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軍団図 第65号社土曜出土の石器 (1/3 ) 
1伐)3;ホルンフェルス 1同4;粘板岩ホルンフ ~ ルス 1065 ;石晶片宕
1曲6;頁岩 1067 ;チャート 1同8;蛇灰岩苦? 1田9;スレート
10干0;鎌石5安山岩 1071 ;輝緑扮定
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軍59号祉北沼の配石雄付近，他出土の石器 ( 1/3 ) 
1072 . 1073 . 1曲o. 1田h 日号祉推土中 1079 ;但号右上堆土中
1074-1078.10田-1国8;59号枇北辺の配石投付近

1072 . 1073 . 1078 ;粘板岩ホルンフェルス 1074 ;ホルンフェルス 1075 ;粕仮岩

1076 ;スレ ト 1077 ;砂岩質スレ ト 1079 -1081 ;硬砂治 l曲0;樽緑晶灰経

10由 ，鱒縁結 1083-1岨5，1087-10曲，渇石安山岩 l阻6;.lj!.斜斜方婦石戸j問石安山岩
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1097-1103 第60号祉北縁の土壌市土の石器

1097 叩咽 1101 . 1102は石鍬で、 1101 は丸刃に主っている。片刃カ叶ドη 出された1099~;l.詑

形石器である。 1100. 1103は凹石。なお、 1101と母治を同じ〈すると覚しき輝岩の石泌がすぐ

北障りの土拡に置かれていた。

11倒-1120第60号祉西域の土壊群付近出土の石器

1104-1111は石献である。 1104と1106は表直面を右し、 11m;は金身に河原石のように滑らか

なE量減曜がある。グロテスクに風化Lた巨大な石鍬11111彦、その酬に薄身でなかなかよく出来τ

いる。これは藤内E式の恒喪主探鉢(125)が、ペシャンコになっでいた土紘11の止面に相当す

る位置から出土した。両者には伺か関悟があるように思える。 1112.1113は似たような外管刃

石庖了。 1114. 1115ti片側に石材の性状に従う割田のある石片に加工を施している。 1114は石

鍬と見なせるが、 1115はfoJともいえ♀い。1l!6は不整形ながらスルスルに路られた丸石、 1117

どちらも表は粗製図石である。 1118，1119はともに硬砂岩の方位状河原石を使った唖石器で
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第5Cテ耳祉北辺の配石幼，他出土告らびに彊状列石社北辺出土の石器

(1/-3 1090 -1091; 1/9) 
1089 : 62巧一社堆土中 1凹0.1091;配石社 1092-10蝿，怒状列石社北沼

1009-1曲I;採石安山定 l曲2;粘極岩 1凹3;帖板岩ホルンフェルス
1田4;スレート l田5;ホルンフェルス 1田16;唖砂岩
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巌両面の肌理が荒れ、両側面は転石表皮のままである。また両端面には厳打痕がみられる。11闘

の世間面には打痕凹みがあり、 一方の端部は打欠かれている。 1120は折れた石錐。これらのヲ

ち躍石器は曽利H式嗣岨の所産だろう。

第57号社東緑の土壌ー 2出土の石器 1121-1127 

1121 . 1122は石輔、 1123も銀合楽の唐輔にちかい形態の石錨である。11剖は屋恨のような形

状をした両刃長方形の石庖丁であり、片捌の刃組が使用擦れしている。 1125は周に浅い扶りを

施Lた両倒端換口石器。回石1126の片面は岩石の性棋によるらLい段ダラなS躍をなす。 1127は

昂 寸
， 
が

第四図
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1院凋
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第60号祉北緯の土拡出土の石器 ( 1/3 ) 
1.回7. 1凹8，土.!Ji;14 10曲 U叩白土法15

1凹7，砂岩ホル yフェルス 10咽 1曲9，硬砂岩

1101 ;鱒岩 1102 ;給板岩質砂省ホル Jフエルス
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パ
ハ
ハ
リ

vv

U'" 3四
uo鴎

~~ 
fJf 

JjJ 

巴 --'t， 

1lt1 

ちp
~. . .， 

勺)

J6

1

M
 

l

H

J

Z

?

目

抜

官
べ
い十手
U
3
4

1116 

1品』

1119 111& 

3 

軍l冊図第60号社西域の土拡群村近出土の石器 (1/3 ) 
1104-1106;海蹄岩 uσ7，1110;粘板野ホルノフエルス

1108 ;千枚省 1109;スレ ト 1111;砂滋賀粘飯器ホルンフェルス

1112.1114. 1118. 1119;硬砂岩 1113 砂怨ホルノフェルス 1115 ;枯順法

1116. 1117;単斜斜方錫石角間石安山岩 11曲、黒曜岩
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不定形な制片に加工している。この中で1123と1125は曽利E式期頃に多い器種である。

第75-54号社北域の土壌群付近出土の石器 1128-1141 

嘩石器1128は1118や1119と金〈同じものであり、世用面i主カサカサと治膚の自が露わになっ

て浅い凹植が見られる。 1129は閃重花岡岩の磨石で、整形揮がささ〈れ立っている。半分に壊

れた石皿1130は浅く、凹部を画する釘先組の打壇があるので作りたてのもの疋ろう。 1131.1132

は石盤、 1133と1137は剥片石器。短冊形をした1134は片面装皮のスレ ト製であり、両側辺と

扶りは敵打つぶれしている。 1135は凹石。1136は横位の荒研ぎ条担が残る石斧。 1138は石錯。

1139は片面表皮の打製石庖了。 1140は石鍾。緩れた石皿1141はよく摩櫨している。このうち、

1128と1129は曽利 ll-田式期頃のものである。

第68号祉南f曹の土壌ー lならびに第69号社東方の

土壌群付近出土の石器 1142-1153 

1142は頑固な石片を轍形に加工し、石組143は背面に表皮を残して大胞な打撃を行っている。

1144.1152も石錯。彊状の刃部をもっ靴醇石器1145は表皮面を片刃にとっている。 11却は有肩

扇状石器、細長会1151は石揖である。 1148.1149は凹石。 1146. 1147!j.石銭で、 1153は鎗先立

ろう。

1121 

"" 

企i
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'''' 5 ，，~ 

第101図第57号社東掠の土紘2 出土の石器 (1/3) 
1121 ;砂岩ホルンフェルス 1122 ;粘板岩 1123 .;ホルンフヱルス

1124 ;硬砂岩 1125 ;鎌緑省 1126 ;海石安山岩 1127;黒出省
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第75-臼号祉北域の土拡群付近出土の石器 (1/3 1130; 1/9 1141; 1/6) 
1128.1129. 1131-11田，土紘鮮2付近115<グリッド 11却。土紘担

11担-1137;土拡群3付近 1138. 1139 ;土拡群4付近115aグリ γ ド

1140 ;土法45 1141 土紘44

11田，硬砂岩 1129 ;閃雲花岡岩 1130 . 1135 . 1240 . 1141 ;輝石安山岩

1131-1133. 1137;県臨岩 1134;λ レ ト 1136;婦お 1138. 1139 ;粕板省
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、、

石組土壌第 4-5号付近 (87d7' ')γ ド)

出土の石器 1154-1168 

石鍬のうち11臼.1155 . 1157は片面に表皮を有し，1l55t1156の刃は丸減り している011団は

片前進皮で、背畿地世打潰しされた分厚い刃器、 1159は外脊刃の打製石庖Tである011日-11砧.

はいずれも三角位訓~届平機状の河原石を使った磯石器。1163と11臼は待に{史朗僚が見当らない.

く〉 岬

第103図 第68吟社商務の土祇 1~らぴに第69時社東方の土l~哲学付近出土の石器 ( 1/3) 
1142-1145 ;土紘 1146; 10剖グリ ヅド 1147-1149 ;土拡56

1l50-1152 ;土足群S付近 11日，土紙55

1142. II曲;*ルノフェルス 1143 ;頁岩~給縦揺 11“ ，粘緩怠 1145 ;硬砂岩

1146 . 1147 . 11日，期躍岩 1148， 1149 ;海石安山単身 1151 ;銅線凝灰趣旨 11盟，千依岩

-169ー



Â~ 

"" "" 

起込山長訟d U図

民
一一

u
i
J
4
pyu

一一u“ 

ζ二二二三2ゑ1国

。、t

、，
u 

創
立
m
W
M

吋
ー
血
汐
ム

，，"，'マ …棉R も
す J'..:. ，"¥. ー
に正 円
1>0::....ι 5 

I:~ . 

--/ 、 A
((::，ー ;，9~.
"' 

守 "i~'
f入'，;. . ， ~ ， ， • 

ç;:~，，~ ，; 仰

u鍋

'"~ g 

第104図石組土拡第 4-5号付近 (87dグリッド)出土の石器 ( 1/3 ) 
11臼 1158. 1163-11田，硬砂岩 11日 11田，輔緑岩 11団，砂岩実スレート

1157 ;スレート 1159 ;ホルンフェルス 11回 一11621堤附宕

1167 ;単斜 斜方海石角間石安山岩 1168;鱒石安山岩
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h -第105国務砧号祉南縁の土法群付近出土の石器 ( 1/3) 

11回 1172-1176. 1179 -1180 -1183;土紘116付近 1170;土広9

1171-1184-1185:土紘臼 lln-U78:土Jt68 1181;土沼紛
1182;土JU:66

1169-U71-1173-1176;粘優越ホルンヲ孟Jv.l. 1170 -1172:.録公

1174 ;ホルンヲェルス 1175 ;頁績賞給緩怠 nn-1179;鱒石安山岩

1l80;単斜斜方輝石角関石安山岩 1181 -11飽!硬砂岩 1182;結晶片溢

1184 -1185;~曜岩
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第lQi溜第66号泣南東揖の土紘1らびに石組土地群出土の石器 (1/3 1195; 1/射
11描-11曲，土紘6 ll89-1191; 14号祉活盟の土縫 1192; 1脅石組土拡

1193; Z号石組土法 1194 ; 5号石組土.tJt 1195; 4号石組土法

1186 . 1190 . 1191 ;粘板岩ホルンフェルス 1187 ;石盈雲母片宕 1188;頁岩

11回，砂岩質粘板定 1l92. 11田 1195;樽石安山岩

1194; よ~斜 斜方商事石角間石安山岩
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鍍l凹図描65-64号祉南域の土拡群付近，他(lOlb. 102aグリヅド)出土の石器 ( 1/3) 
1196-1199; 10lbグリ7ド 1叡)(). 1201 ;土法72 12白-12田;102aグリッド

1196 . 12白，給板泊tt砂宕 1197;ホルンフョルス 1198;給曜岩 11田，鱒石安山鉛
12加，砂岩質枯板岩 1201 ;スレート 12位，粘板岩~スレート

12白，給板むホルンフェルス 12田，砂燈 12岨 砂貿頁岩 12町，異制~頒火縁結9

12曲 ，チャー ト 12冊。単斜割方輝石角間石安山岩
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1165は3面ともスルリとして、世つでも落ちない手垢織のものが表面を覆っている。 1166

は表裏両面に浅いアパタ松凹痕が、両側面から端項部にかけては酷打躍がある。 1168.1169は

凹石。1l印はラフな剥片石器、 1161は石錐、 11田は石銭。これらのうち石鍬1156や嘩石器簡は

曽手1)s式期頃に特有なものである。

第66号祉南縁の土壌群付近出土の石器 1169-1191 

1169-1173は石鍬であり、短冊形の1170と巨大会輯古輩王手町時1172は背面に表皮を有す。

1174' 1175は打割石庖fo1176は左上りの韮尻と平行性置に浅い映りをもっ輯形石器である。

凹石1177は凹穴の中も面と同織に摩躍している@長踊平会磨石1178は手陣りよく磨られ微細な

アパタ慎がみられる。 1179はグジャグジャした凹穴をもっ凹石。 1180l;l:./Jせ盟石皿みたいであり

凹却の障に制空状打躍がある。 1181は11伍と削た礎石器であり、 3面のうち巾広な底面が使用

されて滑らかになっでいる。そして小型な11831志向じ巾広な楠面に、 1165と同ヒ土色をした手

話樟のものがこびりついて落ちない。 1182も滑らかな手陣りの離石器である。 1l白は折れた石

錐。 1185は石躍。また、 1186'1187' 1189-119U;t.石輔、 11881.t打製石庖丁であるa以上は石

組土:1.11:4-5号廿近出土の石器と非常に嫡倒した内容である。

石組土壌群出土の石器 1192-1195 

1192-U94は凹石。石Jlll1l95は肉薄で浅いがよく摩滅し、ベタッとした底面には10個所あま

りの刺突状回復がみられる。この4点は石組土拡の構成に直接かかわっでいた石器である。

第65-64号祉南域の土墳群付近、他

(101b .102.グリッド)出土の石器 1196-1209 

1196 日97. 1202-1205は石離である。有肩幽刃の柑1204は阻形石器と町中間形態を示す。

樽身な12011本整った有茎半月形をなし、これまで阿聞もみてきたこの種の石器中で最も完成さ

れた葺といえよう。 11抽 1206は鋭い躍をもっと石片。12曲は片面表皮の打製石庖了。 1199

1却9は凹石。 1207は石斧頭。 12岨は剥難しきれない部分が稽のように残る背チャー トの石盤。

第69号社東南付近出土の石棒 1210 

最後に、 1210は名実ともに「亀恥と称すべき石樟である。これは考古薗瞳工後の畳出時

の障に浮きあがったものらし〈、五月の雨が障って地が固まるのに伴って華をあらわLた。そ

の絹所は、 69号祉の東南方向、土桔群5の南方向に当る尭掴区界の近〈でi，る。この付近に産

する単斜縛石斜方略石角閃石安山岩製であり、全体にボクボクした加工寵を捜しているが、局

所的にスラッと磨いである。片面には加工途上で剥落したらしい個所もあるが、 亀甲状の文t撃

が彫られた亀頭部には措い赤褐色のしみつきが暗っているので、もとは赤由撞料で事色されて

いたとJ思われる。曽利E式朋噴の作品であ り、それも屋外の特別会場所に配られていたものだ

ろう。類をみない樺作である。
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第108図詰69号社東南付近出土の石樺 ( 1/9 ) 
1210 ; .lj!斜輝石斜方輝石角間石安山治

2 土器

1210 
町

今回の提掘で出土した大量の土器のうち完形および一定部分の復元ができなものは 100余個

体あり、中期間蛸から末王震の各期にわたつでいる。また、 28軒の住居祉でまとまった土器セッ

ト前理存しでいたのは、新道期の66号祉弁戸尻聞の51号祉曽利I聞の71号泣曽利H期の

田号祉である。したがっでここでは、それらの復元土器にー剖の破片を加えて、揖年順ならび

に住居社別に用途を主体と した観察と記述をしていきたいと思う。

前期末の土器 第 109図

出土した遺物を整理してみると、 ごく{革かであるが前期最末の土器が見出された。話109図

11志、日向I式土器の日韓部で半剖竹曹による結節杭浮韓宝カ句往きれている。 2. 3は踊畑I

式の揮鉢の口暢部でもあり、ソ メン状粘土紐をジグザグに貼りつけ、胴剖にはキァメンのよう

な粘土紐を伺段も巻いてチヨノチョンと箆切り刻回をつけている。 4は3と同一個体と思われ
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第109図前期末の土器片(1/3) 

る。器!.tにはチカチカと鼎光りする角関石町特末が目立つ。 5も角閃石町紺末が光る同時期の

土器で、なにか細いチュープから自在に押し出したとしか考えられない、極めて細い粘土紐の

浮き出し文様をかけている。 6は寵畑E式町深鉢の口融である。

九兵衛尾根 1. II式土器 第110-112図

この時期の住居は浅いうえ後親した住人によって撹乱されたために遺物は四散してお η、完

形に復元できる土器は i点だけで、すべて破片であった。そのうち日韓部を主として第110

III図に示してみた。

7 -19、21は九兵衛尾根I式の深鉢と桟鉢?あり、 20、22-31は同H式の深鉢である。総U

てI式の探鉢の口持は7-9、11.12.21のように内圧気味に大きく聞〈が、 B式になると29

に代表されるような外直する淳自の口躍が特極的にみられる。なお、 13とれは描み状のdイ巴手

か貼η付けられ、 17のIl'聞には強いヘラ押しが施されている。

第112図の98は、土地81に前述の18. 21と一緒に入っていた深鉢の底部であり、底より少し

上った内壁にぐるりと黒い川ノド状の焦げつきが認められる。 99は57号祉の炉の北西にあるオ

ケ形土拡から出土した深鉢である。赤紫禍芭~チョコレート色を呈し、胴却には躍けがみられ

る。細かな結節縄文を地文と Lては娘の文捕が引かれ、九兵f街尾拙H式に梓置的なY字状の陸

帯が垂れ下がっている。 100は50号祉の堆土中から出土したが、 75号祉に由来するかと思われ

る同H式の小さめな煮沸器である。器形は単純で胎土に多量の金雲母を古み、底ちか〈の内壁

に焦げつきがみられる。日韓は丸棒状の工具で剖自が入れられ、縄文の地主の上に枕組主がつ

けられている。
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第110図 九兵術尾植I式土器片 (1/3 ) 

7 . 19 ;日号泣雄土中 8 .10 ;曲号祉機土中 9 回毎枇縫土中

11-17; 74脅祉 18 ;土j朗l田;57号祉

E 
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第111図 九兵輔尾棋l.ll式土器片(1 /3 ) 

s ，，~ -
21 ;土紘81 22-24唱団号祉推土中 25.26;66号枇維土中

27 国号社縫土中抽;59号祉機土中 29-31 ; 57号急上

猫沢式土器 第112図101

" 

この時期の住居は富67号祉だけであり、埋曹炉にi吏われていた浅井のほかは少量の土器片が

車されていたにすぎ生ぃ。浅鉢101は底部が抜かれ外壁が局者荒Lているが、内面はきれいでし

っかり Lている。口容の4個所を世い山形に盛上げ、日韓に添って四角押引の楠帯主捕を細長

くめぐらせている。色調は捷~議制色。
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第112図 九兵衛尾担1. II式土器/箔沢式土器 (1/6)

30cn 
s 

98 土拡81 田;57号牡 l曲，却号泣堆土中 101 ; 67号祉

新道式土器 第113.114図

第66号祉のセット 102-116 

66号泣では13点が檀元された。器種は深鉢11 浅鉢1・台付桟鉢Iであり、破片のなかに有

孔時付土器が歓個体分ある。

探鉢は、 104が儲かに張出底であるほかはバケツ雄に立上る単純な器形であるが、 105は

藤内I式風な円筒形をなし、 108と109はかなりまろやかなスタイルをとるなど、パラエテ 4

ーに富んでいる。これらについで世用の痕跡を観祭すると、 109は口縮まで焦げつき1>'1主り上

半部にススが付着している。 106も下胴部から日韓に且ぷお焦げがみられる。 102. 103. 105 

107-110は底の立上りから胴下半にかけて焦げつきがあり、 102を除いて外壁の口樟から上

半部にかけで煤のしみつきが認められる。他の個体はハッキリわからないが‘こうした深鉢簡

はいずれも煮故附の日常什器である。

っついて各個体についてー瞥すると、 103. 104 . 107 . 1国は片方に巻込ん疋捻り把手を有

し、口類部に三角押引文でふちどった三角形と半月形ないし韮形の区劃主織をめぐらせ、要所

にタコの岨旋風~醤簡をつけている点でこの時期の揮式的な施主をもつでいる. 104は底部に

まで細かな縄文カ苛値され、胎土はザラっき気味であり、器形と合わせて九兵衛尾根H式的な古

い要素をもっ土器といえる。 107は胴部にぼんやりとした縄文の地主を有し、巾広主キャタピ

ラ文で揖どりした隆輔の文捕が2対、ミミズのように曲折して抗かれている。 108はやはり胴

部に縄文がつけられ、結節状の半世竹管文を伴った陸舗が斜めに下りている。 l回は半世ち L

た竹菅によって長方形の区画が6段に剛りつけられているが、素地は空白のままおかれ、思い
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第113図 第66号祉の新道式土器 (]/6 115; 1/4) 
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第114図 第66.68.73号祉出土の新道式土器/第54.76号祉の藤内I式土器
(1/6 116，1/2 1お， 1/4 ) 

116 ;師号枇1l7-119;日号社日o; 73号社 121-1白，臼 76号祉
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出したようにひとコマだけ車切りの珂目カヲ包されている。なお口唇の拡り把乎は7個である。

102 (;t，上半部にl目角押引文でうめつくした楠帯区画か買され、下胴部には押引文を添えた

陸組士がきをれ、地膚にはヘラなでの整形檀がみられる。日時には軽い捻り把手をつくり出し、

キレットのある短い睦を下ろしている。この土器はひときわ鮮やか主赤煤色調の色合をおびて

いて、これだけを取上げるなら絡択式に近い要紫の土器でめる。

106佳、口唇に浅い切込みを伴った耳果状の工作を加えや 、伸びた山形把手がっくり出され

でいる。上半部には太めな枕躍がハチ巻きれ下半部には初源的な区劃文が切られているだけで、

あとは軍主のままで'"る。

105 (主、全面びっしりと区割文カ唱111サけられ、半事竹管による通続凪形ないし勿l目でふちど

りされている。その施主は全く気の両くままに行われ、器面の泌が華帯、あとは長方形の区劃

となっている。器面lまチカチカと光る角閃石の粉米が目立ら.極褐色を呈する。

109 (率、 一対のミミズク風辛抱手がつけ忘れ、その下にミミズのような枯土紐文が選ってい

る。蛇体主の変形であろヲ。

111は、いくらか凸凹した整形掘が残η、融ちに縄文均等Eがされている。色調は揖一貫主婦色

でー見して中期末葉婦の器形にみえるが、口惜近くにほんの短〈三角押引立が印されている。

l¥Oは、ペコペコと横に並立った指圧揖が苦しい荒れ気味の膚をして、鈍い三角押引でふち

どられた区劃文があり、藤内I式的主要薫が強い。 112も下学部だけであるが、ヘヲによる整

形揖が目立つ。

次に、浅鉢113は、措~黄掛色で内面はしっかりしているが外壁は風化荒れが目立ち、輔型

とは云いがたいもので、内屈する日韓に液状の隆帯が週されている。

台付浅鉢l¥4は、台脚部と片方の把手を欠失しているが、本体は完形を保って住居西冊の生

活面上に据えられていた。口唇はゆったりと巾広〈、盆のように宜立する口頭部の外壁は弓な

りに匠って、深い三角押引文が引かれ、 一対の双耳状把手か付けられている。片方の口唇には

滑車状茸師のような造形の短い円筒か立ち、他方は失われて不明だが、おそらく顔面把手組の

把手が付いていたと推察される。いくぶん膚荒れLているが器盟は陣〈竪繭に仕上げられ、黒

~燈禍色を呈している。基本形態をとらえる主らぱ、これはもう高杯と呼んで差し支えないだ

ろう。

l¥5は有乳時付土器の口惜部確片て・あ η、内外ともに赤色閣制で撞彩されている。 116は顔

面把手の破片である。

第68号祉 117-119

辛うじて彼元できるもの3個与であり、破片のなかには右乳鍔付土器がみられる。課鉢の闘

部 117は、 三角押引主でふちどった区酎帯カ唱lりつけられ、ミミズ状にくねる隆棋士が縮かれ

ている。上半分はススのしみつきで暗色化している。 l¥8は 薄い器墜をしているが臨密で綬
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く犠~赤禍世に醜かれた、やや特異な感ヒの深鉢である。指頭圧掴が捜り、描帯区劃は巾広会

四角押引で輯取っており、底ちかくの内壁に開げつきがみえる。浅鉢119は、内屈する口轄に

捻り把手をつくり出し三角押引文を引いている。事~赤禍芭を呈し金雲母が散見される。

第73号祉 120 

復元品は深鉢の胴部 I点だけであるが、破片では浅鉢と有孔搾付土器がある。 120は、 三角

押引主が駆慢され三角形の区劃J帯カ噌lりつけられている。器形は張出底で、下胴部内側には焦

げつきがみられる。

藤内I式土器 第 114図121-124

この時期では軍54.76号右上から相当量の暗片が出土Lたが撞元できる個本は少なかった。唖

片のなかには浅鉢と有孔閉す土器が数個体分ある。

121 はコップ形の単純な器形で、下胸部におこげが残り外壁の上半剖がススけている。文棺

は縄文を転がLた陸待による区割を4面とっているだけで、あとは縄文が施されでいる。

浅鉢122は、紫がかった茶摘色を呈する輔睡な仕上げで華文。外国に黒揮を刷いた臨がみえ

る。

123は，)型な有孔鍔付土器である。 三段〈ぴれと思われ、弁戸尻第4号祉の倒品とよ〈似た

形状をとっている。某補色に蝶きあげられた器監はうすく輔歯な出来で、テカチカと角閃石の

粉末がきらめき、内ー外面とも赤朱色の丹彩の痕が残っている。きれいな作品?あり、下段に

は次に述べる 124と同じ手法で三本指の径を畿ったような埠隆文が描かれている。

124は、 54号枇の石囲炉の直 F付近に押しつぶされていた大型企深鉢である。器形は捕のご

とく単純で水平な口唇がタガのようにめぐっている。外壁の上半部は煤のしみつきで時制色、

下半の楕円区副主格から下は対照的に茶褐色をしているが、内壁はきれいでお焦げの痕は残っ

ていない。施文は、器壁を 6陪に分けて、キャタピラ文とジグザグ枕輯による描待文様と華文

帯とを見事に調和させているが、これは紺れもなく 幅の絵画であろう。殊に異様な感Uで自

在奪うのは、カエルのような動物が器面にへばりついている韮である。主体部は器面かBとひ'

出た半球状の造形で、潜水艇の円窓のよ主主両眼があけられ.三本指の前肢と長々と曲折する

後肢とがのび出ている。このカエルは表裏に一対いて、その左右にはこれまた 吋のワニのよ

うな怪築主動物文措が描かれている。催者は藤内I式土器を特徴づけるほどにしばしぽ見られ

るものであり、前者は新道期に時としてタコの踊のような表現でその祖形を見ることがゐる。

なお、これと非常によ〈山た手法のアラパスター (冨花石膏)製の小きな蛙がテル ブラック

の遺跡(前却佃年紀初頭)から出ているのを、「シリア展Jで見ることができた。

藤内E式土器 第 115図

この時期では土1Ji;内から出土した2・3点が裡元されたにすぎない。

125は、土拡11の底におしつぶれていた。低い周折底から立上った胴部はすらりとのび、 Z震
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第115図藤内E式土器(1 / 6 ) 

，，. 

"，胆

文の口輔がふんわりと聞い

て内替し、渦巻文の揖把手

が立つ世華寺深鉢である。

器壁はきれいに仕上け'られ、

時褐色の上学部に対して F

半は栂描色をして、内壁の

底ちかく一部に焦げつきが

認められる。上嗣部は渦巻

文の区割f告で仕切られ、山

形に廻した降格で分けられ

た胴部の上半は平行竹菅主

が引かれて下半I;ll!;)[のま

まおかれている。底の屈折

部に構帯区劃文か祝される

のは腫内目式の施主要書でも

ある。 126は、隣りの土1広

12の底に入つでいた情形の

小さ主土器であ η、内壁に

は焦げつきがある。127は、
125 ;土拡11 126;土拡12 127;土拡日

甚状の土拡臼から出土した探鉢の底部である。

井戸尻I式土器 第116.117図

51号祉法住居の姐模に匠して土器の出土量が多く、 128-144まで17点のセットが復元できた。

器植は、煮沸用探鉢8 革器5 大型原鉢2 浅鉢と台付土器が各1個づつとなっている。な

お破片で:ti乳鍔付土器が数個体ある。

指沸器128-1351率、いずれも r< J字酵の屈折ぽをとり口締はふっくらと聞いて内噂してい

る。そして索文日韓の一群は、 1j田町山形ないし塔状の躍把乎が付き、頭部に庇状の剖目帯を

めぐらす共通点を有し、132を陣いて鋼部の施文は.庇杭笑骨子から愛下する陸棉によるくずれ

た区劃とその中をうめる渦文 平行韓 ー三主主などの組合せて・構成されている。これに対して

胴部に縄文治守電された 133は、上嗣割に区劃文があり二吋の山形口掃を有する膳内H式的な古

いスタイルである o 129. 130 . 131 . 132 -135は、内壁の屈折部おぶびその上下にかけてオコゲi

の時着がみられ、外l率、顕部からよミ宇部にかけてススのしみつきが認められる。

藁器 136は 軽快会副繍をもっ小柄な土器で、器壁はうすく檀色がカった揖褐色を呈する。

躍を障〈内E置の全体には光沢をおびた眼状の焦げ付きがみられるが、腰の屈田部が愈もはっき
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~1l6図 1II51号祉の弁戸毘I式土器 (1/6) 
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第117図 第51号祉の弁戸院I式土器(1/6) 

りLている。外壁のススけは口頭部にみられ、この部分は嫡荒れが目立つ。 137も小柄な栗器

の下半部で.屈曲部の上下に焦げつきが認められる。 138もやはり謀器の口融部でもあり、器壁

の内外にカ ポンの付着がみえる。

142と143は、腰部のくびれに凸帯を巻いた準蕪器形の土器である。両者とも内壁はしっか

りと仕上げられ、 142は内面黒色で 143は同ヒく鼎紫邑に蛇成されている。

141 は、平担な口唇をもっ大きな桶形の土器である。器面は竪蹴に仕上げられ、内面は程褐

色に外面は講褐色に煙かれているが、ススやオコグは見られない。施主は、半割竹菅による平

行醜文や三叉状交互枕刻などの入組文で2段の横管区劃をていねいにうめている。下半却は

底まで縄文治苛包されている。 144は、かなり大型な深鉢の底部である。外壁は整形のへラなで

僚がやや固につき、内壁は黒色暗色を呈する。

浅鉢 140は、 2個所に補修孔を有し、底をかなり欠失している。器面は鼎斑をまじゑた貧掴

色をしで、外壁はやや膚荒れし胎土の白い長石粒カ唱。と目につく。内壁の上半部には鼎漆の棋

跡がわずか認められ、下半から置にかけては全体にいくらか消耗しているo 外国する口唇には

2対的浅い切れこみとtt主治噌包されている。

139は、浅いカップ形の台付土器であるが台脚部が失われている。外面が茶褐色で内面陪黒

色を呈L、口警の内外に需カスのこびりつきが認められる。施主は、口容直下に刻目凸帯を巻

いてω形の隆綿士を配し、短舗と三史状文などでうめ、腹部は蝿宜となっている。

曽利I式土器 第 118図

第71号祉のセット 145 -151 

7点のうち完形に復元できたのは2点で、他は再鉢の口融部と下主幹部でhる。 145と146降、

甚ないし赤紫色がかった色閣をおびた輔瞳な地膚の土器で、両者とも外措まには樺がかけられて

いたらしく鼎紫色の復跡がハッキリ暁つでいる。 146の内面は黒色に桂成され、ともに焦げつ

きの撞は認められない。胴部の施主も共通して、半w竹管を使った平行鼎文と押引文が主控と
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なっている。器形も同じで 145は口掃に 8個の角を立たせ、それに合わせて波頭状に隆融を

まわして口唇にかけで平行斜線を引き、その上にソーメン状粘土紐をかけている。 147も制え

器形であり、口唇部は内へぎゅっと闘いて四角形にまわり、ヘラ先て4耳輯の押引文がつけられ

U 子状の粘土紐文が貼られている。違和感円強い施文構成町土器である.

148は、口樺がせり出してその分疋けIIJ広辛口径がつ〈りだされた需沸器である。施主は半

酬竹管で引かれた綿刻で、口昏につけられた文樟の聞には煮カスがこびりついでいる。器壁の

色醐や地荷の感じは 145や146に近く、下部には漆のような県紫色町揖跡カ守認められる。

149は、 150のような紫士の口躍がつく曽利I式本来の煮沸器であり、内壁には底まで真黒

にオコグがついている。 151は金婁母が目立つ岨い器壁をした軽い控間色嗣で曽利E式的会深

鉢である。

これらのうち 145. 146 . 147は八ケ缶南置の地付の土器ではなく、諏訪湖盆地方に多く、伊

那苔から松本平に分布町中心をおく土器タイプである。特に 145と146は際立った特散をそな

えており、しばしば同様な器壁の仕上げと色掴の冊品を見かけるが、それにはやはり控のよう

な歯科がかけられているのである。

第65号祉 152. 153 

152はラ γパ状に聞いた業士の口掃をもつやや胴長な煮沸器でもある。通常は顕剖に技〈施さ

れている惜巻きの平行竹菅文が胴剖の過半を占め、雌の竹智文との比率が逆転している。外壁

が少々荒れているが出来はよく、色聞は赤禍色。 153は深鉢の底部で鵡げつきがある。外面に

は黒い着色料町ようなものの諭吹カ恕められるが、主体部を欠くので判らない。

第77号社 154.155 

154は頭部が担〈締まって葉文口掃がラッパのように閣いたX把手付鉢である。内へせり出

した口唇は分厚く韓成が半生状態で"り、水洗の際にトロけてしまっと。顔剖の平行竹管文は

揮〈刻まれ、 6個の連続X把手とU字状懸垂文カ1fteされている。内面は制ときれいでお焦げの
痕は認められない。浅鉢155は、外壁が整形痕でペコベコしているが内面は精融に仕上げられ

ている。色調は赤~茶褐色て」部が識し口唇が一寸せり出し小さな山が4個所ある。

曽利E式土器 第118-122図

第55号枇 156. 157 

156は摺幽文の口掃をもっ煮沸器であり、口唇に煮カスがこびりついている。 157は縄文の

地主をもち、内壁F位にオコゲが付着し外壁は腰から上がススけで暗色化している。主お底面

は木の華底となっでいる。

第四号祉 158-160 

3個とも縄文を地主とする深鉢てヘ口頭部にはススの付着がみられ、 158，;::ロ緑内面に煮カ

えがついている。他に59号祉の 187のよフな区副主X把手付の聾形土器と台付土器の破片があ
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る。

第印号祉の土器群 161-1剖

50号祉にl志恰も各住居からlI¥ι概されたような状態で大量の土器が遺されていて、内24個が描

元できた。器檀は、深鉢20・聾l 台付後2・浅鉢1である。

まず課鉢についてみると、大きく三つのタイプに分けることができる。ーつは、索文口躍を

主{やとしで口揖剖と胴部とが明確に区別された群である。多くの場合に口昏は内へせり出し、

胴出の地主には平行組士と縄文の二通りがあって、たいがい顕部には液状の粘土紐文ヵ:~きかれ、

胴部にやはり枯土紐文が貼られている。 161は、底から少L上った内壁下学部に'"ぃ焦げつき

が残り、外壁にススけが認められる煮鴻器である。器援は臼~貧褐色を呈し、胎土はサラサラ

と粘着性に之Lくて全体に消耗Lでいる。 163と1681i，口径が主口状に内屈する摺由主の口

樟部を特徴とする。 168の上半部にススけがみられるが焦げつきは残つてない。 162は一対の

把手とX字状の撮みがつけられた出来のよい探鉢でみり.特に世用の寵li認められない。 167

は、内面の下胴部が黒色に蹄成された土器で、ロ時却にススけがみられる。 177と178!;I:，ど

ちらも策褐色閤を Lて施主も{以でおり、 177は内外ともにla荒れして焦げつきとススけがみ6

れる。 174も似たタイプである。 169は黒~繋がかった暗芭の器援をしで、内面が輯融に陪き

あげられたきれい主土器である。 164は、韓曜日で破損した捷に離れ目を躍って二次利用した

大きめな深鉢であり、 外壁にススのしみつきがほんのりと認められる。顕部には結節状の平行

竹官立をまわしてX状の撮みを 6つ貼りつけ、胴部にはU字状懸垂文をつけている6など古

手の裏聾をもっている。

165と166は、この時期に普遍的にみられる特大組の深鉢であ η、166のごとく額邸に4-

6個の連続X把手がめぐらされるのが喜多過である。両方ともおコゲやススけの岨はみられない。

以上l立、僧利I式を畳け融いだ八ヶ岳南麓の地{ずきの土器である。

二番目は、器面全体に縄文の地主を有L、口樺に粘土紐横帯主がまわされた一群であり、結

節縄文カ党宇田的にみられる。 1731志向笠下位と外壁の上主幹部にそれぞれ焦げつきと煤けがみえ

る。 175と171もこれに準ずる。 l河の器壁はうすくて内面全体に焦げつき痕が、上半部に煤

の付着がみられる。 172も同樟である。 176は177. 178と叫た貧描色の器墜をしている。こ

れらの施主法は関東の加曽利E式の流れを撮むものであり、特に 173と176は器形的にもそう

である。

三つとして 179と180は、チカチカと金書母が目立つ赤褐色の土器でもあるが、よく見ると胎

土には酒色をした石英の結品粒が入っていて特異である。内壁は刑ときれいて寸無げつきはみら

れない。両者とも胴部は粂輔の地主が引かれているが、 179はs字状や仏炎状あるいは蛇行す

る枕買が錨かれ、口暗部にi胡リ突文でふちどりした連続渦立と平べたい渦文言寝起が配されてい

る。口輯却の刺実主や細い粂錦の地主は 諏肪湖盆に寄るほど多〈、伊都在から松本平に分布
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第118図 第71.65 円，日暗号社出土の曽利 I.ll式土器 (1/6)
145-151 ;71号祉 152 . 153 ;日号社 1日・1日 ;71号祉
156.157 ;55号社 158-160 ;開号社
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第119図 第田号祉の曽利E式土器(1/6) 
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軍I却図 第田号祉の曽制H式土器 (1/6)
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高121図 筑田 59号祉の曽制E式土器(1 / 6 ) 
176-1割，叩脅社 1臨-188; 59号社
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革122図 石組土紘および土地出土の曽不rJII式土器 (116 192，1/2) 
189 . 1田，第2号石組土紘 191 . 192 ; j:i広6

の中心をおくこの時期の土器が有する施主要事である。また、胎土に細かな石英結晶を出入し

た冊は、八ヶ岳南麗のこの手の土器に時折みかけることがある。

次に、 1811ム 176-178と同ヒような貧困色をおびた土器で、外聞はやや膚荒れしでいる

が内面はしっかり Lている。口揖却を欠〈けれども、輩士の口掃がつくX把手付白雪量である。

台付曹の 182と183は、いずれも日韓都と台脚部を欠失しでいる。 182は縄文の地主に片足

が巻き出たX把手がfすけられ、 183は細〈鋭い切り込みの揖杉文を地士としで大きく分厚い渦

状のボタンと枯土紐文が貼られでいる。 182の方は上腹部にススけがみられ、内壁下半にはこ

びりつきカ吐草められる。

i制は、 口頭部がにわかに屈曲する鉢である。器控は間色を呈L、内面が少し膚荒れしてい

る。

第59号祉 185-188 

I田i阜、 制と器壁カ却〈外壁が賛~償制色に対L内壁は車時芭に醜成された畏沸器であり、

口頭部がススけ胴下半部はか主り消耗Lて膚荒れが草野しい。 186は、 直立荒味会重文日韓とふ

くらんだ顕盟、それにユウガオのような胴を Lた、一風聖った器形である。内面は白書までお

コゲの痕が認められ、口樺却がススけでいる。胴部の結節杭浮韻文は曽利I式的な施主であり

古手の土器といえるが、 顕部がこのようにふくらん疋ユウガオ形の器形は地付のものでなく、

報勧糊盆から伊都苔。松本平に多くみられる。 187は、 r< J字状に屈曲するX把手付の曹で
ある。 府部の施主格は庫内式のような区副主となっており、よく倒た例品が居平2号祉にある。
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このような竣は曽利E式聞に出現する新たな器掴であり、中間後葉の土器姐U成を考えるよで非

常に注目多ベき形睡である。 188は、器面をよく磨きあげ鼎~紫同色の色調に埠成した帽製鉢

であり、内面は丹が塗られている。 5C号枇の l剖も同じ形態であって、こうした中鉢ともいう

べき輔製鉢も曽利目式閉に萱場する新たな器形である。この家では他に有孔碍付土器と吊手土

器の破片が出ている。

第2号石組土拡 189 . 190 

189は、縄文の地主をもち、ロ暢惜帯主の発達した探鉢の口組部てヘ伏穫となって石の下で

押しつぶされていた。 190I率、内壁に厚い焦げつきが残っている探鉢の下半部で、埋斐となっ

ていた。

土拡-6 191.192 

1911率、 66号祉とH号枇との聞にかかっている揮い筒形土拡から出土LたX把手村聾である。

192も同所から出たミニチユア土器であり、底面には網代出ともみえる微かな凹凸がめる。

曽利回式土器 第 123図

第70号社 193 . 1剖

193 は両耳把手付の~であり、鼎~時制色閣の器膚は訓と組くて長石粧が白く目立つ。府部

に粘土紐を貼っただけの区割文がつけられているが、粘土紐文がみえる点など曽利 H式的~古

い要棄をもっ塑である。 194は蝿士の地主に太い枕輯で口揖楠待文と懸垂宜をつけた煮沸器て・、

焦げつきが残っている。

第56号社 195 

195は深鉢の口融部であり、器監の内外に焦げつきと煤けカ考量っている。

第61号祉 196-198 

1961ま煮沸器の底部、 197と198は君主日韓で肩ないし類部に楠格区劃士をもっき草である。

197は長石粒が目立つやや粗い淡補色の器壁をして、 X把手が付く とElわれる。 198は、頚部

の胞曲が失われたX把手付費の退化形であり、埋寝となっていた。やはり長石植が自につく黒

一紫描色の器墜をしている。なおこの住居には植片で、有孔時付土器の迫化形である舟量りの

両耳把手付査がある。

曽利N式土器第 123図

第64号社 199 . 200 

両方とも埋曹となっていた損市器である。底部に穿孔された 200の半身を壊して 19ゆが埋め

られていたが、その時間差以文樺の新旧にもみられる。 199の上半部にはススが付著し内壁に

も絡げつき躍が認められる。

第69号祉 201 . 202 

201 は内 外壁ともに消耗Lている策~控褐色の煮沸器である。 202は、日韓を一本の凸帯
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関 20週~
li¥123図 第70. 56 . 61.臼 69.53号祉，他品土の曽利回 .N.V式土器

(1/6206;1/4) 
193'194;叩号祉 195 ; 56号祉 196-198 ; 61脅祉

199 . 2叩，臼号祉 201.2ゆ2; 69号社 203-2由 ;53号社

206 . 207 ; j:iJt 6 
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第1剖図 第曲号泣上層付近出土の井戸式土器片(1/3) 
1-5.8-10 日 14; 114dグリッド 2 ; 115cグリッド

3'4'6-7-9-11 ・12. 15 . 16 ; 114 bグリッド(第曲号社上層)

がまわり口唇の4個所にちょっとした小山をつけたコップ形土器で、器控は剖と厚くへラ整形

の櫨が目立ち、いい加誠tji;t融が引かれている。焦げつきはみられないが、外壁の上半部はス

スのしみつきによるのか黒昧が強い。他に柿巻文壷の破片が出ている。

第53号社 203-205 

3~! とも底部の内醐カ句包弾形に近い形をして、底の中央部がか主 η 薄くできた章沸器であり

施主も共通しでいる。 203は底部に穿孔され捜曹となっていた。

一 日6ー
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第125図 第65号祉上層付近出土の弁戸式土器片 (1/3)
17.25' 31-33 ; 101cグリッド{第59号枇北辺の配石祉)

18-24 . 26-30 ; 101aグリッ ド(第伍号泣上層)

曽平'JV式土器 第 123図

この時間ではとりあげるに足るような出土品はないが、 66号祉と14号泣の聞にかかっていた

土拡6から台付土器が2個体分、曽利H式のX把手付費191の大破片とともに出土している。

2同は小型でーあるが、 207は厚手で大型な台部であり器躍にはおコゲがこぴηついている.

後期初頭の井戸式土器第124-127図

逮捕篇で述べたように、この時間の生活祉は鎚色土局面の上面ないしは下位にあって、ほとん

ど遺摘をとらえることができなかった。出土した土器片もまたパラパラで・あって檀元できるの
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高126図 第52号泣・他出土町井戸式土器片(J/3) 
34. 38-42 虫脅祉 35-37; l02aグリ yド 43-44;.1:鉱4

lま1点もない。それらのうち特障がわかる破片を図に示した。

一十分に器形を窺い知ることはできないが、将利V式と同捕に胴が〈ぴれずに日韓へむかつて

聞くか (1-6-17など)やや胴〈ぴれする (7. 12 . 20 . 22-24など)探鉢形と、口桔が内

管して全体lニ総体的上半部が張る塑形にちかい器形 (2. 9 . 10 . 45-50など)とがあるが、

L、ずれもほ閣は小さくすlままって安定惑がない (15-16-43-58)，
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軍127図 唖状列石枇付近他出土の弁戸式土器片 (1/3) 
45-49' 51-日国田 ;86bグリッド 54'55;弧状列右社
団 57.56-59;87b，aグリ ァド

縄文についてみると、一部に的利V式町要輩が残っているが(1-3).大柄な"U離で分けた

縄文併と焦土帯とで構成する手法が主涜を占める。また、軍主の口融をおいて器耐を一周する

低い峰帯や、器商を躍に区凪したり曲組を描〈陸鶴も特措的であり、口障直下には雨滴のよう

1l}~，文ないし夢l 点文が突かれたりする。

さらに、土器の胎土についてもこの時間に限って目印となるものがある。それは大低の胤合、

鉄分を多量に古んだ石粒を掴繁に出入していることで、器壁に1.i3-5mm前後の小E大会いし
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トウモロコシの粒大の赤茶~レノガ色の粒が点々ととんでいる。 (3'5.9.13.17-18 

22.26 -31-35・39. 46-49 . 52 臼 55.58.60を除く暁り全部)しかし、この粧の正体や

産出場所についてはよく解ってい会いのが灸伺であるし、こうした手法が八ヶ岳南第地方に限

られたこと主のかどうかも、目下のところ不詳である。

次に、少L補足説明を加えると、 14の無文部は離の強いヘラ磨きがみられま患いw.光りがする。

15!113の粗い網代底。38は顕釘短い広口壷で 両耳把手が付くかもしれない。 43は底部近くの

破片であるが無文郎と内自主はヘラ磨きがよくゆきわたって竪硬な器蛍を保ち、縄文とササの葉

状のいわゆる「八J字文が同居しているのがあ、もしろい。 47には把手が付<0 57は分厚い土器てヘ

沈錦町一部をつぶすようにして無文部にとび出した縄文が転がされているので施主の順序がわ

かる。 58はうっちゃるような形をしたこの時間の底部の時散をよく示し、網代痕がある。全体

として第58号社北の弧状剖石祉などに関わると考えられる第127図45-58の土器片は、他よりも

や、新Lい段陪に位置づけられよう。なお、 60は灰祖色をしてr8J字把手をもっ堀ノ内H式相

当の土器であり、胎土 購成ともに異なる。また、 33は加曽利B，式に比定される土器で・ある。

これまでに八ヶ岳南麗地方でこの時閣の遺物がまとまって発掘された例は少なく、わずかに

弁戸遺跡話 1号祉などの資料によって後期初頭の弁戸式を設定してきた。その点、今回の資料

によって中間終末町田利V式から後期へ移行してゆく様子をある程度たどることができたわけ

である。軍4j'震でふれた中期最末の草刊号枇の資料と比較すると 主体を占める土器の比率が

完全に逆転Lていることがわかるし それにも増して生活遺祉の在η方が全く奏辛っている点

が最も大きな相迭である。

晩期中葉の土器 第 128図

第66号と64号祉との聞にみられた敷石に問わる土器片がそれであるが、出土量は少会ぃ。

第128図 1(1，軍士の口組が外匠 Lた査形の土器である。器壁は出褐色で内外ともに横方向

の整形慎カ、制と荒〈暁り、頭部に凸帯が巻いている。 2は鉢形で、口揖に2'容の凹脇士を廻し

てその中間帯lこE粧のようなJ抑圧文を主らべている。器控はしっかりと仕上げられ、色調は茶

掛色に黒斑がまピる。 3も鉢形土器の口揖部でもある。口径は少し吊り上って中央に裂け自のよ

うな剖みを入れ、その片側にも探い剖みを印している。県哨色の器壁はやや祖く、三宜状ら L

い枕文がつけられている。 4はきっちりと角{まった口容を荷し、器監の仕上げもしっかりして

いる。色聞は柑色。 5-9は lのような器形の土器の顕部から腹部にかかる闘呼の破片とE

われる。 5は鼎紫色、 6は内壁に興施がある明かるい臼拙色を呈するが、あるいは同一個体か

もしれない。平行してまわる凹輔の中間帯に箸の先で斜めに切ったような押圧主が入れられて

いる。 7も同相主施士らしい。 8は1と同ピ出自な褐色を呈L、斜め方向に引かれた平行凹耕

がみられる。 91本内・外壁ともよ〈ヘラ磨きされて、外壁はにぷい黒光ηがする。低い凸帯が

巻かれている。lOは、破片の量がいちばん多く、器形は鉢ないし塑形である。外壁は非常に凸
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凹としていて、恰も

粘土の締り具合が不

t勾ーのためにその硬

軟があらわれたかの

ようである。しかし

内壁の仕上げはさほ

どにひど〈はなく、

まあまあである。色

閤は淡術色。

そして、ちょうど

これらの土器を作る

のに供されたと思わ

れる枯土塊が大小二

つ出土した。第四9

図7はその大きな方

であり、さしわたし

5-6制圧どの?~p

黄土色の枯土である。

表面はポクボクとし

たヒダ状になってい

るが、そこに5-6

箇所、箸の先を突き

立てた風な先の尖っ

s 

2 

すU
4 

，，~ 
z 

第128図 敷石祉付近出土の晩期土器斤 0/3) 

た刺突痕がつけられ 一部にはぎ吻っと4貨なでして滑らかになっているところがあり、いかに

も気紛れで人臭い感じがする。

これらの土器は.晩期中主頃のものと考えられるが、決め手となる器形や士織に乏しく 時

期の詳しい比定ができない。

3 土 製品(第129. 130図)

土製品は、土偶董状製品など7占が出土し、土器片製品と Lて円盤8点と鍾1点が出でい

る。

第129図1I手、;r;61号祉の西冊の地土中から出土した土偶の胴舗である。顕の破捌面には l
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第129図土型品(1/ 2 ) 
1 ; 61号祉堆1中 2 ;65毎社 3 ; 54号泣

5 ; 77号社 6 ; 52号祉 7 敷石社

4 ;50号社

本、 腰のそこには 2 本、それぞれ製作時に過した芯樺の小さ~孔がみられる。丸昧がかった三

角押引文が双つの乳曹をふちどり、体側にも 3ないし4条つけられているので新道阻か藤内I

式岡の所産であることが判る。色聞は暗褐色。

2は革65号lJtに遣されでいた完形土偶である。聴春の午前に この人形は40凶年という気の

速く告るような土中の聞から圭をあらわした。その時、私たちが白呈夢のような感覚にとらわ

れたのは、その阿ともいわれぬ愛情の依であった。それというのもこの人形は、 わんぐ ηとロ

をあけ、額に雌厳をよせてワンワンと泣いているのである。平にしてみるとその激昂した感情

か官接に伝わってくるようであり、私たちはこれに「噴きの土偶J と名付けた。かくも働突L

でいるのは誰であり、一体なにがあったというのだろうか。

残念ながらその表情を図に写しとることは到底できなかった。細かな点については図にゆず
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護勢崎D53SDg雪
し

寝静
。

第130図土器片製品 (1/2) 
1-3 日号牡 4 . 5 ; 51号泣 6 ; 58号社 7 田号枇

8 ;64号社 9 ; 54号枇

亡コ

るとして、少し説明を加えると、正面倒は時制色をしているが背面冊はチョコレ ト色で、黒

語らしい輩布袋が掛っている。そして頭頂から胞のあたりにかけて、何百か務、色踊科捕の微かな

1長跡が認められる。腰の部分の韓刻は弱〈てあまりはっきりしない。また挫頭部には監を桔つ

でいるような袋現がある。

ところで、この土偶は制とペンャンコな桓状につくられ、慣の也盟にはIl'，ベソ状の突起があ

る。こう Lた出酔状の表現をもつまf町立、東北地方の背轟県などに多くみられる。それもやは

り中期の板状土偶と~かされているものにしばしば見られるのであっで、体つきが全体と L て十

字形をとっている点も叫ている岬なおまた、このような出闘状の突起は日本出土の土偶に阻ら

れず、例えば、縞海北西岸地方の卜リポリエ文化{前4田O年紀~冊目曲年紀)やメソポタミア

の抑制王朝時代などのテラコッタにも見ることができる。

そうすると、この土問の背景は遁かな遺くにまで及ぶことが考えられるし、 司集きJ にはそ

れ坦けの探い事由のあることが察せられる。いずれにしてもこの人形からは、0Jl捕でも向でも

なく、生身の入閣そのものを忠わないではいられない。

次に、 3は第54号j]eから出土した、中空の半球状土劃品である。暗褐色を Lて縄文が施され

ているが、土軸のような成体に在るのか、学三表形で土器面に付くのかよくわからない。

41念、罰叩号泣から出土した茸簡の破片である。段褐色の地に赤色顔料が壷られでいる。

51ま、第77号杜の拠壁際に出石奇どと一緒に転っていた。全体にコロンと Lた柄頭僚の土製

品であるが、向ともいえない。現存都はラセノ杭に溝が巻き、描色の地に烏漆をかけた被肢が

残っている。
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61率、後嗣刀顕の第52号社に帰属する蓋状町土製品でもある。器壁はざっとして手づくねの成

形出が残り、大きめな長石粒などがみえる。色調は描出色。相吋する位置に4さな孔があけら

れているが、持に紐措れの曜は認められない。形状からみて土器の蓋であろう。

7については前項の末尾で述べた。晩期の土器片ーに伴った粘土塊である。

高 130図1-8は土器片円盤である。 1-31ま第日号右上から出土し、 lが九兵衛尾担I式、

2 . '3が同目式の土器片を利用している。 4はやはり九兵衛尾担I式、 51;同E式の土器片で

ともに51号祉のもの。 58号祉の 6は車内I式土器片を{史用している。 71ま日号社、 81ま64号祉

に属するが、土器片の時期はよく判らない。また 91志、 54号祉から出土した土器片鍾であり 、

藤内I式土器片を利聞している。

これらの土器片円盤はいずれも、以前の古い住人が使った土器のか付らの周囲を円〈磨って

利用している。こう Lた土器片円盤は、発掲の時点で気付くよりも後日に遺物畳理の段階で拾

い出される場合の方が多いが、とりたてで特殊な出方をする品でもなく、用途不明とされてい

る。しかし、これは紡錘車ではないだろうか。同ヒ土器片円盤に孔を穿った有孔土器片円盤が、

縄文時代金融にわたって各地の遺跡から発見されているし、弥生時代にもある。それは、歴と

した土製紡錘車と比べてみても十分に結撞車としての槽能を発揮しうる形態であるd 議そうす

ると基本形態町一致や類叫という点から推して、これらの土器片円盤はちゃんとした結睡車の

前身または代用品である有孔土器片円盤の、そのまた前段階の姿であろう。弾み車としての円

盤の楠能は、必ずしもその中心を芯輔の軸"，';r過しな〈ても楽されるはずである。それは、軸

の方が一歩ゆずって、円盤町円周を包むようにして越え、平等びr収束する方法である。そうした

技前の艶展段階を仮定することによって、土器片円盤は最も古い弾み尊であり、紡錘車町原鉄

形態であると理解したい。

往来 出E献突起のある完形土偶的奇玉県所沢市の格靴酬の第4同住居祉の北京髭近〈の康面治、勺

ゃ、浮いて出土している。顔面の表現は領〈省略されているが毒事本的な姿は本例と似ている

".ηでなく、その時期も問ピ頃で"り かっ遺存状態もよく似ているので興味がもたれる.
( rs1f棚， to玉大学考古学研究会 1970) 

弱震務 長崎元IJ;.r縄文の紡錘事」 山Ji考古8 1貯7

第3節 結 言吾

第五次の調査はこれまでのなかで最も対象面積が広〈、それ在けに多くのいろんな遣摘を甚

掘し、それに伴う多量の遺物を得ることができた。

遺構の在り:方としては、住居祉が何軒も集中する鴻所と土拡が群在する場所とそれ以外の空

地とがあって、との傾向は各時期を超えた癖のようにみえる。そのなかで67号と66号祉との重

複は、幅年的に朱確定だった絡沢式と新進式の前後間揮を明らかにするものであった。
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曽利H式朋の50号祉には、{色町家からも運びこまれたと考えられる大量の土器群か遣存し、

~にか本情あり主えだった。これに間違して、等間隔の位置にある同聞の59号と 58号泣が、折れ
¥ 

た石斧の半々を有し、 5C号祉にもl司峠なタは見をもっ角状製品があったことは、偶黙疋ろうか。

また別に、同期の旧い方に属する55号祉は、無一物にちかいうえ廃家となってから火民に遭っ

ている模様であるが、そのすぐ南に同期の石組土拡が立主んでいる。これは二次韓基と考えられ

る特殊な施設であって、やはり曽手IJII式期には向かがあったことを思わずにはいられない。輯

ヒでこの時期には種々の新しい文化要素や世情が揖及しできで.山置の生活が大きな断り角に

さしかかった時期であるから、そうしと事情が反眠されているのであろう。

また、時期は障って後期初頭弁戸式期の浅く不確定~生活祉は、曽利V式期が去った後の不

安定で過放的な状況を示すもの疋ろう。さらに時代は軒しく、平安後期の位 臼号祉は龍三次

剖査で尭』屈した23号祉と住居の向きや竃の位置を向じくし、この間にあと伺軒かの家跡が埋も

れていることが予想される。

出土遺物のうち石器は、耕作~収槽~製粉に至る農工具類が圧倒的な数量を占めでいる。そ

れらのすべてを図示する過程でこれまで気付か辛かった石器群の存在や、基本的な組合わせ、

用途 用法の一部を把躍することができた。土器は、日常的な需央大き聞の探鉢や燕器を主伎と

しで、これに控ね鉢や晴れの宜lJ<を煮故きするもの、あるいは酒造器などが伴っている。煮位

き用の土器に残っている牒とお焦げの宮跡を担察すると、そこには 定の原則性がみられ、ど

のようなものを宜べていたかが妨御される。それら生活文化の内容については出来るだけ考察

眉で明らかにしたいと思う。 (小林公明)
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第6章 考 察

第 l節 土器型式と編年

l はじめに

本報告でf~周した土器型式や掴年l率、土器ー石器をはじめ、それらを遭存していた遺構につ

いて、すべて共通の立場で原則としてー師修正した既存の土器型式と嗣年を踏領した。

しかし、世用した所開.弁戸田岨年そのものがー応できてから既に15年もの年月を桂過し、

その聞に挫多の発掘調宜や研究が行なわれ、全く新しい知見や、基本原則的 剖に変化をきた

し思わぬ欠陥が生Uた薗所が出てしまった.そこで、ごの際、これらの欠陥を隠匿することな

く、勇断をもって修正したいと考えとの項を股けた。

2 基本原則と型式・編年の再検対

我々が、弁戸尻幅年を組立てた当時の基本原則を成文化すると、およそ次のようになる.

個人および集団内における日常生活のなかで 最も多くの道具類を遭存している rlllJとし

て住居祉をとらえ、その湯においで、時聞の桂過と空間の移動によ η最も賓りやすい道具とし

で土器を温んだ。

ある時点で、住E合唱組事ると生活用具としての土器は当般のこととして、その場に硬され

るのである.堕された、それらの土器のうち最後に使われていた完形または、それに近い土器

を一括Lてセットとしでとらえ.同ーの栂相を示すものを選出して型式としたのである.

次に、ある住居祉を基準にして、量械がある渇合、切告では、切った方が切られた住居祉よ

り新しく切られた方が古い。埋告では、理めた方が新しく 埋られた方が古い。という至極あた

りまえの幅年原則に基づいて掴年したものでめる。

この基本原則は、最も単純で理解しやすいものでみったが、そのE元に落ハがひそんでいた

のである.即ち、第 1点は、双方ともに時間の経過を計算できないことである.第2点は、佳

入の年令や家鉄構成によって相当の還がhること.詰3点は、庄Eの廃絶の状態によって墾が

生ずること.などである。

これら1;，土器型式や嗣年組立の作草が一段帯し公表した結果、各種の指摘や批判を畳けで

初めて3気付いたことである。しかし、これらの欠陥11，あ〈までも比較の問題であっで万全を

期す治合にはUめで欠陥として現れるのである。居住に基串をおく鳩合より、注意さえすれば

酷垂は、 l本るかに少ないはずである。

さて、以上述べた諸点を酷合的に検討した結果‘既存の型式や掴年に合併や入換の必要のあ
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る箇所が尭見されたので.それらを修正するため図化して説明を加えてみたい。

古 新

古

一
一
揖
新

型

式

機 IIi 

古 様 新

古 相 新|

111 型式内でるの3要曹の組合せ

一型式の基準

一型式移行ー

型式移行

121 型式の移動基懲(古い聾奮を基準)

第 131図 土器型式の基織と移行過程の様式図

古=古い要業 様=標織の要需 新=新しい事業

まず挿図的1111;，型式の世定基準と 3要棄の関係を図化したものである。これは、あくまで

基単?あって、器形別による移行の遅連をはピめ地域甚など諸事情による謹については、別途

に考慮することは却おである。

およそ、土器型式なるものは、その器を製作した人々抗意図的に腔けたものではな〈、今の

人が自分遣の学習上の鰍合から恒宜的に睦定したものである。したがって、完盛なものなどあ

りっこな"0離れの幅年は悪いの、自分のl主飯高などと口にすること自体おかしなことである.
我々 は、 一つの型式は単純な要紫で成立っているのでなく 少なくとも、古い要書様徴的

な要繋 新しく提生した要輩の3型車から成立しているものと考えている.これら 3事輩の組

合せをー単位とし、一型式内で「古」と決める。次に一要禁ずれた組合せの単位を「様または

中j とし、さらにー要素ずれた組合せを「きんとしてー型式を段定する。そして、最初の単位

の舗をはずれた段階の組合せに至って は U めで「型式的移動J を~めるという方式を確立し

たのである.

しかし、この方法でも、どの単位を掻初に、嗣え11、中期とするかが非常に問要をな作業とな
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って〈る。それによって、最後まて帝Iらかの影響を及ぼすからであるo (211ふこ うした型式の

移動を単純化して示したものである。

さで、それでは、 我々カ設定した土器型式と幅年は この原則に間ら Lてどうであろうか、

大聖に慢しい問睡である。融多〈ある矛盾というか不備の.'.'Xについて、順次改正していかな'¥.

ればならないが、この際は、そのなかで、本報告にかかわる分についてだけ、ここでも改めてみ

たいと思う。

まず、絡iR式と新進式であるが、これらの型式設定当時、藤森栄一先生l主、新)fi式が古〈拍

沢式が新しいと考え、武藤は、同時存在を主張した。しかし、報告書I'井戸尻aでは、先生の

意向がl~(新iIi式→裕沢式という緬年に落着いたのて・あった。

その後、何回かの聞宜をするなかでも、この2型式については、住居祉の重複関係がー向に

把握できなかった。しかし、第5次闇宜の段階で、 67号壮 (時沢式}の住居祉の中央に貼床し

て66号祉(新道式)の住居が構築されていた務哀を把控することができた。明らかに新近式が

新Lかったのでゐる。このようにして、住居t止の重被の閣での結果は、みごと両鋭ともにだめ

となり4制式→新迎式という編年治定しいことが立証された。この占については、理方の土器

を詳細に醐宣した結棋とも一致していたのである。しかし、まだ、幅'1の計画的な名称の統ー

という問屈が揖されてはいるのである。

次に、井戸尻式聞の問題がある。この時聞は、当初、 1. s 旧の3型式に分類したのであ

ったが、 I式と旧式については 阿等の問固となる事項が発生せずに経過したのであるが、 I

式とE式については、単に櫛形宜土器の多少によって分矧するというのが藤森先生の見解であ

った。しかし‘その後の闇宜や蹄文手法 器形町聖化などの研究を通じて、 1式と E式に分離

する理由l本金〈認められず、かえって合併して弁戸尻I式の新しい要素の強い(新)とした方

が、すべての占で辻被が合うことが判った。そこで.これからは、弁戸毘I式および、すて・に

型式名として定者した弁戸尻山式として掴年し不本意ながらE式は欠番としたい。

革3点l志、 甘利H式の問題である。曽手I(s式土器l志、当初の世宜革着陸として、竹管支系およ

び輯#宜 CJJrl江主)系の二つの要素の施文字詰によって構成され、縄文系の土器を主体の一群

は別のものとして前者をA、植者をBと区別して扱った。したがって、曽利H式には、 A-B

という珪の存をを肯定したかの暗ピさえあったのである o Lかし、これは、あくまで数量的な

比較の問国て・型式珪とは無聞係であった.そのことは、その後、すぐ竹官文系 縄文系(南聞

東の加甘利E式) 揖杉文系(伊都 松本平方面)の三嬰需の組合せ内容に地域珪が存在する

結果である。ということに担付きA.B白区別は屈止した。

軍4点は、躍杉文系と縄文系という他系統の土器および要素の扱いである。当初、躍#文系

土器は、すべて曽和I(II式の範唱に入るものと思い込んでいたため各欄の程乱を来した。しかし、

実瞳11.当地で、曲判I式から舗利回式にわたり、それぞれ実る摘長を示していることカ匂4明
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した。このことは、揖杉文系を主体と切る伊那 松本平地方で型式名と嗣年が確立されていな

いから握乱するのである。早皐に型式名町盟主と岨年の確立を希望したい。そうすれば、措杉

文系などと呼Ifな〈とも、 00式の彫響が強いとか少ないとかの表現で十分に間に合うからで

ある。

縄文革、即ち、方11僧利E式土器は、憎制I式嗣の中程からやや藍化した姿で宜場する.そし

て曽利H式闘で最高に遣し、血式期を限りで最多をひそめてしまう.却益、彫曹としではV式ま

でわずかに暁るのであるが。この縄文系土器の緩いは極めて厄介なもので、この揖いを誤ると

第 3.~のような大変な民りをおこすこと tこもなりかねない.

第5点t志、曽和IJV式聞に起る曲輯区割の縄文系土器の侵入でもある.この現Itは.この時聞の

末期にほとんど突如として現われるのであるo V式聞のうちでは‘一つの要議としておさまっ

ている町であるが、 V式町範晴を過f!ると正体不明になってしまう.即ち、曽手IJV式聞では、

ローム届を揖込んだ歴黙とした畏穴住居を構築する住まいを僅持しているのであるが、その後

lふさっぱり住居祉を確認することが出来なくなってしまう.極めて浅い調土中に石擁や主と

して土器などの遺物が散乱し捜土がみつかる程度である.第五次的調査では、こうした生活社

(面)が5苗所で発見されている。こうした倒は、古〈大花遇措の掴査でも確認されており、

また、弁戸 1号祉が母も住居枇らしいものであった.た疋し、この渇告は、住居の半分だけで、

残る半分は地形の聞係で植認できなかった。

頬倒としては、盛近、関東地方で続々発見されている柄撞形の住居をもつものが相当するの

でゐるが.聞東地方では中間に緬盗事しているらしい。県内で身近な怖では、上前尾植 荒神山

梨久f呆遺跡などに鎖倒がある。

この幽輯区割縄文を主体とし、わずかに僧利V式的八字文の硬彼を伴う一群の土器l率、すで

に中期的な輔相を全〈失っていると云っても過宮では傘い。それに加えて、佳居をはじめとす

る生活躍式も決定的に変ってしまっているので、省判V式の>><に.中期のー型式として掃入す

るので会〈、後期の初頭に現杭で厳も良好な生活跡としてとらえられた弁戸 1努祉を標式とし

て弁戸式を量定した.

3.ま .とめ

以上、車三次から第五次開査にわたる 3回の発掘調査と、その隻理の過躍において、あしか

け10年に且ぷ研宜的結果得られた資料をもとに、永年の懸案であった土器型式とその掴与の修

正を眠ることができた@

このことは、すでに、弁戸尻考古菌の連結紙の性絡をもっ r弁戸尻」紙上において、属医次、

解践のない掴年袋の修正だけは行会ってきた.しかし、それだけでは、揖鍵のない空車仏にも

等しいものでしかなかったので.この報告舎の上梓を機会に正盟の修正と、その理由を記しで
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参考に供したわけである。

しかし、これだけで*足れりでは決Lでなく、これから、まだ、それぞれの型式内町詳細会

機討を必要とする場聞が多〈存殺し、ど色らかと云えば、これからが本書である.
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第2節 石製良工具

はじめに

三次にわたる出宜で出土Lた12叩点の石器を観車場る作業を過してわれわれは、縄文中聞の

主要な石器解が、完成された縫担農緋の全作車過程を担う農工具にほかならないという認描を

もつことができた.ここでは、そうした立地と石器観に革づいて 農工具の体系立てと各種農

具の寓障が:J'l査の1耳元をめざすようにつとめたいと思う。

1.打製石器の基本的な在り方

縄文中期を代表する打割石器群は、これまで大きくは打担石斧、粗製大型石匙、横刃型石器

の三つに分けて揖われてきた。しかし実聞に個々の出土品にあたっτみると、この三大別の範

鳴からはみ出してしまう石器とか、いずれにすべきか迷うような中間的なものが多いことに担

付いた。それらの形腫と機能をとらえることを手軽かりにして、われわれは、中剛の打割石器
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群が僻作から収唖に至る昌作車段階に応じた機能と形睡で構成されており、それは下伊那地方

的体生時代の畑作農業を支えた各種石器群町紘り方と基本的に相阻する、という確信を深めた固

'" したがって、そうである以上、これらの石器群には農具としての体系と、機能および形態に相

応した区別と呼称が与えられるべきだろう。そこでわれわれは 弥生時代の石製農具の体系を

鑑別しつつ、出来の呼称を改めることにした.

農作棄の過程は、基本的に三つの段階から成立つ.昼間の播種、中聞の生育菅理、最後町収

緩である.したがって農具もまたこの三者、すなわち織作具、中耕除草具、収槽具に大き〈分

かれる.これまで行なわれてきた三つの石器分割というのは、実はほぼこれに相当しているの

にほか会らない.それ綾 原則的にいわゆる打割石斧は石曜に、いわゆる石匙は各種的中繊拍

車具の呼び方に、いわゆる楠刃型石器は打製石庖一Iに、それぞれ改称して量買えないだろう.

また、農作章にl主基本的にニつの対a院がある.片方は土を相手と L、地方は作物自身を相手
とする.したがって農具もまたこの二者に分かれ、緋作具と中緋陣11-具はひとつながりの類韓

関係となる。それ疋から、このこ者は融を引いたよフに区別できない。いわゆる石匙とするか

打製石斧とするか津うのは、実はこの理由に図るものである。

ところで.こう七たa作章はその艇闘を直後の畑に阻った渇告であって、畑地を離れた周囲
での作業では、積み肥とする草刈りやカヤメIJりなどがあり、収植後の畑に残った立枯れを始末

することもこれらに準ずる仕事である。それには草刈鎌や分厚い監査必要とする。躍車問匙と

されてきた η、とりたてで注意されなかったような石器の或るものがこれに量当する.さらに

別の作輩としで、班畑のように袋輯地を紡たに拓〈渇告が;，り、これには伐揖呉として石斧が

B日わってくる.

土を相手にLで主作物を作るのが農緋であるから、農作業というのは基本的に池置 3色彩と

農作物によって蝿定され必照的にそれは労働の補助手段である農具にまで丑ぷ。農具の機

能はその形聾に体現されるから、石器の形に一切が表漫されているのであり‘形にはそれ疋け

の理由と意味がある.

次に、中期目打製石器群はそれ自体として自抑制tに比べ大型化し、主要(t石"として雄輔tl!:

類を用いていることを改めて見置さなければならeぃ疋ろう.そして石器製作の基砲をなす、
独得な伎桂が行われたことにも目を向け(tければならない.前時代の鼎岨石やチャートあるい

は頁省などに代つで堆明結時代が招来されたのは、且具としでの石器の大型化が要因をなし、

それは生産の合理化と拡大を意味するものと考えられる。能って、そこに農鱗主化措爆の大き

な画聞を見出すことができると思う。

きて、出土した石器輯散の半分に当る 6冊余点が、織作から収穏に至る農作業を支えたと考

えられる打製石器であった。その石置は、轍および中級障掌具と収栂呉ともに近似した傾向を

もち殆ど珪はな〈、ホルノフェルス祖先、唖iT岩24%、粘組事言16%、スレート12%、結晶片岩
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類5喝、海輯結5%.熊蜂碓灰石 1%、J;l惣 1%となっている.最多を占めるホルンフェルス

は、唖砂省と粘板岩のホルンフェルス化したものであり、全部風化している。それは原若の性

状により尚色町イポイボ拭や黄土色の松皮状~ど柑々であって、さながら鉄担品の摘みたいで

ある。それと粘極岩の多くは背カピ色町薄片杭に風化している。また、これらの石器で片面0)/

全部または一部およひ『背綾に転石の表伎を有するのは23%である。風化のすすん疋ものについ

ては判別できないから、その分を見込むと30%弱に遣すると忠われる。

2石鍬

いわゆる打製石斧と呼んできた石器を石組と雌称し、鍬に代表される緋作具であると規定し

よう。基本的にその形態は現代田地額と聖わりなく 弥生時代の石棺と向じものでゐり世界各

地で新右越時代に憧用された石離もこうしたもの疋からである。

出土器量は4曲点に且ぴ、それ疋け多幡圭個体重もるるが‘どれも「フJ字形の桂木を務柄

して f~ う鍬として機能するように出来ている。離というものは地面醐に刃をつけ、わずかに身

がf主る.また憧いこんだ雌は刃の角が掘って円〈なり、 11ら片畝疋けを立てていると畝輔の刃

が斜めに嗣つで輔る。また同U出来の鍬でも{買い易くて長年にわたって霊用されるものがある。

こうしたことは轍である以上、鉄製であろうが石製であろうが金〈同じでおる。

石鍬を開方からみると.輯Uて片刃のある背而聞がネコ背をなし、頂部も刃に対応するよう

に打欠いている。また石材的表皮は背面冊に使い、なかには r< "字形に直ったのもある。こ
れらの形状は輔の作用に合致する。そして頂部を背面倒斜めに削っているのは、石載の身を扶

む木部(風目と称す)の聞きに合わせるとともに風呂の器柄がゆるむのを少しでも防止する効

栄がある。風呂の着柄部は紐でしっかりと締って固定し、必要に応じで陣聞にはクサピを入れ

る。肩の世置に誼い括れや掛りをつけて酷岬のかかりとした師も多<.全体のz酬にみられる.
次いで、刃部の形をみよう。'"鍬の身に吋する刃先の在り方は、左右均斉なものと左右の一

方に圃るものと、おおよそ二週りがある。削者の刃先は、たいてい角が円味を帯びでなるく、

これに次いで割と，.，張ったものとU字形をなすものとがある。これらの刃をもっ離は全体の5

制程で、形状は長身で細身な傾向をもっ体形とか短冊形のものが断鼎多い。後者の刃先は、片

方に掴って鈍角をなす圃刃、型E状をした曲刃、料に切ったような斜刃などが顕著にみられる。

全体の4割程あって、その半数が巾広な身をもっ。また、刃部に土描出がみられるのは70間弱

であるが、圃刃より喝斉刃の方が多い闇向にある。

したがって‘このような刃形と体形の柑間関係から、石曜の形態と機能は大きく二つに分け

られる。長細型で均斉刃の轍は探〈耕す作童にi直し、巾広型で偏刃の躍は片畝を立てたり土寄

せをする作業に適する.先に述べたように、値いこまれた鉄の融先はいわばムと作聾に順応し

τ形を聖える.歯刃の石摘は初めから片畝を立てる作業に適応した形聾に作られているのであ
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る。幅刃巾広型のなかには、頂部の聞をも刃形に対応
il't . 

するように掛空いにとり、周に浅い括れや執りをつけ

たものが多い。これは、離を斜めに聞けて喜怒ら土を揖

上げる障に生じる慣方向での風呂町ズレを防F止め、

括れや棋ηの位置が憶かズレているのも理にかなって

いる。普通でl左右酬に畝を立てるから、石輔の刃も大

抵そのよう に偏っている。ところが、逆にヌjがついた

のも2ω列ほどある.勿誼これは左利きに輯を問う人が
いたからで、問え1154号祉の制4や648などが柑当し

貝暗躍い。

このよ うに、石鍬の基本的〈訂正り方は、緋起用の打

ち献と畝立聞の引き躍との二者が組合わさっているの

であ η、これはすなわら、畑を開墾し 耕し、畝を作

って粂描する農法を行っていた荘従にほかならない.

さて、組型的な石輔の二つの韮をとらえ、それらを

基単とした上で、いま一度その構成を眺めでみよう.

まず、各住居とも石鍬のctには通常のものより二回り

くらい小さな離を 1-3個ていど保有fしている。7-

8""前世の小型なもので、普通の鱗作用とするにはあ

• • 

.‘ • 

第132図石棺とテンガ
70.85 ;石鍬におけるこ者

95.96 ;小型石鍬

まりにも小さい。 一方、身の丈2U<m1こも遣する特別に大型な石輔 (6日 1111)が輔にある。

こうした在り方は、下修明地方の弥主挽聞の石輔がやはη通常のそれと二回りほど小型なもの

とから成っている聞係に企〈相似する。ただし弥生の農具li輯じて大きく、縄文中聞の特別な

大型品と弥生の通常幸石雄、中間の普通な石離と弥生町小型品とがそれぞれ同f..V宜の寸法にな

る。

小型な離は伺にf直われたのだろうか。これに関してわれわれは、今なS宮線韓綾織の伝統を堅

持している連山郷を採曲した折に、 「テンガ」と呼ばれる小型な離に出会った。それは形とい

い大きさといい即直に小型E離を連想させるものであり、草取りやE掴の岨付け、あるいはイ

モ掘り'lどに悼うという.それ紋に形耳障と機能町一致から推して、小型石棺もやはり中栃除草、

E離の植付や各種作物の移植とか間引など、細かな仕事に世われた乎鍬であると考えている岬

次に.顕型的会石蹴酵のなかで目を引くのは、すらりと制長いツルハγ形のー併であるoIt 

は少ないが初頭から末葉までポツンポγノとみられ.その寸法も画一的である o (1 羽田

97.98.3刷 403一日4.799など) これらは、方角刃短冊形石鍬の形態と機能がよη特殊

化した変移形で、丁度アルハシのように粘土や砂躍躍りの闘い土を梱るのに世われた土木工具
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". .. 防

'" 1・・ 制

γルハシ形に定形化 靴形に分化
土工具 中.!JI除草具

深緋 様 iI' 形 浅紛
硬〈しまった土 量kιか〈ほけた土

も

車133図 石鍬の機能と静態移行

だろう。そして、その次に定型的なのが方角刃で短冊形をした石轍である.寸法も近阻してい

るが、融少なく疎らである。 (35.218.219 却6-437-5出 8お 盟1. 10l91lど)このよ

うに角掛った刃形t率、やはりロームのような枯置土を相手にした工具であることを想わせる。

前者と合わせて一軒に l個くらいの、こうした土工具に注意しておきたい。これらは深緑用の

均斉刃畳細型石雌の形態と機能が場的に藍移して、その作童対a訟を特殊に阻定したために定型
化し、 一般的な融の範暗からはみ出していると考えられる.

いまひとつ目立った形態をもつものに捜形をした石輔がある。師号と臼号祉の倒品を陪いて

すべて僧利聞に属し、各戸に l個ぐらいの制でみられる。末広がりな刃却を特徴として、がっ

Lりしたものが多い。これは組音葉曜の聞堅調味に倒て、芝11'などに被われて締まっている地面

を起?のに都合よい形鎖、つまり管理する恨を断切って広〈浅く緋す躍である。奥富的会提帝

鍬は.酉アジアの新石器時代に多〈憧われた。したがって、敏は少ないが廿利期に都中してい

る点からしでも、これはムギ作農織に伴う轍であると考える.

他に蛮ったものとして48号祉に特有的だった、 V字形に尖った刃先と巾広で平板状な身をも

っ一群町石器がある.32号祉にも l点みられるが、これは描俸のように者柄する開先であろう。
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4曲点のうち、形棋あるいは寸法町判らない程の破損品が140占あり、頭部を残すもの剖弘、

刃部を捜すもの担%、胴部の唖片が8%となっている.そして、これらの75%が均斉刃の続起

用打ち踏であり、圃刃の引き曜は却%に調えない。すなわち、磁J員の岨度にも二者の機能主は

歴Mとあらわれているわけである.

3.中耕除草具

作物の尭努から成熟までの生背過程には.間引、移植、中線、土寄.1;'取会どの雄々な農作

業が1>る。その障に使う農兵をここでは中械樟q;具と龍称し、いわゆる粗大惜型石匙と呼ばれ
.. ご

てきた石器群をこれに当てよう.非常仁個性的で多様にわたっているが、明障会商あるいは茎

を有し、本体と者柄部とが区別されている点でひとつの題型をなすので、これを右肩石器と宥

韮石器とのこつにまとめて呼称Lたいと思う.全部で40点余が出土している.

その作童内容は作物によってもいろいろであるが、維事を取障き、土を浅く織す、掴〈、寄

せる、といった工程が被告している。Lたがって背面倒が片刃をIIし、相互に兄弟的な形態聞

係をもち、石雄とは規子的な掴輔聞係にある.石崎を基懲にとってみると、その形態と機能が

歓極に分かれて専門化L、それぞれ梓殊II曹に分化している掛を樽聞に示し.次にこれら石器

の形態を大まかに掴別してみよう。

有府石器i率、 156.197 羽8.4明 日却など扇状に巾広で身丈は畦〈 、ネコ背(1表皮面と制

取面とがなす鋭い刃却をもつことを特徴とする。下伊源地方の弥生後期に普遍的会有周踊輯形

石器に対応し、各地の中聞の遺蹄からl主弥生町それと寸分も変らない桐品が出土している.こ

の形態は広〈洩く しかも明れ昧よく士を揖〈のに適し、畝間町中鱗樟草などに植われたと考

える。一位的に農家で世われている r立ちガンナJ と呼ぷ長柄の草描によく似ているし、所に

よっではT1をこれらと同じ〈らいの大きさをした短柄のものも俊われている。

これは 続起用石鍬の続すという機能が、浅い方向に徹して曜の範暗から出τ、陣幕という

IIi Iと会要素を得て特殊化した形態と見倣すことができる。そして有商扇状石器町機能が揖栃よ

りも除草向きにさらに聖移すると、師9.670のような有韮広刃形の障q;形態につながる。

本I韮石器は それぞれ髄榊珪がはげし〈多彩であるが、やや契った織能的持色によって歓揺

にまとめることができる。ー応ここでは、主体郁の形状が最もス 7キリしているものを典型と

みな Lて、本f韮三角形、有革半月形、有韮広刃形の H字に類別Lておきたいと思ヲ。

一艦に靴形石器と呼ぴ習わされているのは、有韮三角形と半月形町それぞれ中間的会形惣で、

靴や足のような形に見えるものであ η、便宜的な表現なので、報文中でも用いてきた.

有韮三角形白石器は、 955を典型とし、不等辺三角形の底辺を刃とする。これは、 「ツルヲ

クピJ と呼んでいる草取暗に全〈そっ〈りな形睡であり、入念に草を取る作業に級も遮音した

島具である。各地町中聞の遺跡からは非常に典型的な冊品がしばしば出土している.これ1)11 
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畝主用町制刃巾広型石輔が土を削り寄せる機能を悟持しながら、刃師が延びるー方で身が傾き

由った形聾であるとみることができる。

有茎半月形の石器は、 1201を典型とし、半月彊を刃部とする.これも畝立用石曜のうち曲刃

で巾狭なものが賓移した形瞳と考えられる.土を描上げて片畝を立てたり土寄をする作集では、

輔の身は躍~斜めに作用するが、それが一層嗣いで専ら斜め~捕に{虫われると、これは土を掻

くもし〈は掬い寄せることになる.こうした後能の移行に伴い、一方に踊っていた曲刃が輔の

片側全却を占め、鍬の身が縦世から惜位に変わると有韮半月形の形聾に至る。したがってこれ

は、土寄や間引に適した綴能と形態である。また、半月彊をなすその刃は畝底の草を取るのに

都告がよい。これらの石器はいわゆる躍型石匙として錫われたり、打製石斧と輯らわしいもの

とされている.

有韮広刃形町石器は. 670を典型と L、革の左有に助斉な構格形の底辺を刃とする.これは

， 
ーニ

戸

第135図 各種有蓋石器由者柄とツルフクピと主ちガンナ
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有韮三角形の除草具とは遣って.臥聞の草をどんどん描取っていくのに適しており、有蔚扇状

石器が専ら障草向きに変移Lた形態とみることができる.

以上の石器に小型お蹴を加えると、中務除草具の機能と形態が完全に分化して、しかも五よ

量の差はあれ現代のものと金〈問答である韮をとらえることができる.言い換えると こうし

た石器併の存在こそ、陪草はじめ機々な細かい農作輩を宿命的に内包Lている雑韓農耕を笹明

するものである。

tころで、珪〈日を転じてみると、有周石器告と有韮三角形石器は長江下流拙から提見 されて

いる。湖江省北部の良市文化では、この三者が有抗脂製石庖丁などとー帽に石器継械の基本を

会し、 IfiJ主化を持色づけている.それは縄文中聞のものとぞっ〈り閉じ形簡なのである.さら

に 島近刊百された白鳥芳郎幅 r東南アジア山地民族誌』には西北タイ山地民族が担っている

塵緋具が紹介されているが、実にそれらの中に、右韮三角形石器を陣〈他の中耕陪草具の全部

を見出すことができる.いまここで詳し〈対比する余絡をもたないが、これら帯雨から東南ア

ジア北部山地における各種農耕品との極めで強い鋲山性は、時代を越えで、 中期縄文文化の世

格と源郷を時示しているだろう.

4.収穫共

世に惜刃型石器として一括されている石器を収後具に当て.これはやがて右司舟製石庖丁

に至る前身形態であると考えて打製石庖丁と呼ぶことにしよう。 日本町弥生時代をふくめで車

アγアに広〈分布する有引岬割石堪丁は、型開に出現したわけでなく、省担府製の以前に打製

石庖丁の段階があったことは宮うまでもない.仰昭文化であまりにも有名な西安半殺では控樋

の打製および刃冊府割の石庖了が出土しているが、縄文中聞の定形化された打割石垣Tも決し

て見劣りするものではない。

出土輯敏は l冊命、に且ぴ、形状も柑々である.刃部i率、胃l取った軍材の両面がつ〈る鋭い綾

を基本とする平作りが普通で、打欠加工によって片刃を作り出しているのが2WIJIまどある。ま

たそれらの中には取減や刃こぼれ曜のあるものをしばしば見かけ、集中的に作用する個所がや

や引込ん疋倒もある。次に少し細かくなるがこれらを形態分類すると 直轄刃半月形7 外型車

刃半111杉5 枯銭形12 舟形4 島x形11 片調帯15 長方形22 平行四辺形6 縦形6 偏
円形6 不定形9 となる。このうち最も定形仕されたのは直韓刃と外型車刃の半月形石庖丁で

ある。肺錘形のうち半数は、背に石材表皮を残す剖取ったままの葉形であり、これを基噂にL

てみると、外奇刃半月形舟形片揖形島様車はいずれもその藍移形と解することができ、

外宮署する刃棋を共通とする。長方形のうち珂は小型なものであり、鍬形の半歓も小型品である.

圃円形と Lたものは、小形な廟平円躍を二つに削って周蹄に刃をつけている。時期的には、小

型長方形~縦形と片縦形のものカ噛判聞に多い.以上のなかで直韓刃 外奪刃半円形石庖TI~
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第136図打製石庖丁の諸静態

叫4 直線刃学同形 115 ;外脊刃半円形 674 ;紡鍵形 l即 ，舟形

回8 駒嵐形 1174;片拠形町1d長方形

却植のこと、肺撞形と烏興需ならびに長方形の形曹は、後にそれぞれの荷抗舟制品に控演する

疋ろう。

そこでこれら打製石庖Tの櫨能と対尿は、右乳』宮製石}!i.丁に単ずるものと考えられる州まず、

外母刃半月形に極まる外脊刃のグループは、

刃形にそって外Eさせるように石庖丁を押出

Lで刈る形態である。鋭いとはいっても切れ

味のわるい石の刃で華や哩首を刈取るには

水平押切措が弛果的である。これは、親指と

人差指とで石庖丁を支え持ち、中指以下で禾

韮を引き寄せる時に瞬発的に庖丁を押出しで

切る。逆に言うと、そうした値い方をさし措

いて外曹刃は意味をなさない.そして、こう

した操作法は他の形式の島勧告も原則的に同U

であって、直輯刃半月形では内電車気味に押出

す。また.開えば32号祉の 115や117のよう

に融打加工のよ〈なされた背をもつものなど

は、直角 に丸神を依めて f~ったと看取される。
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有抗畑農石庖Tは直角に脊柄したと考えられるが、直角な柄づけは笑黙に出現したわけでなく、

定車内な打製石I恒丁の段階で行われていたと考えなくてはならない。その点で1077のように、

I.@製石庖丁の沼孔に相当するかのような技りを背に施した倒は意味深長である.

これら収瞳削機能と形態1;，対似とする作物の生態lこょっで糊されるもの疋州、れL

m割石庖丁の峨告と問措な組合せが打割石市Tについても当て燦まる。したがって原則的に、
外電刃のグループは分艇して株をなし強靭でしなやかな韮をもっオカボ、ヒエ、 γ コクピエな

ど、品調形をも吉めた長方形町タイプは韮が太くて宙生しないアワやタカキピの商 直輯刃半

月形は隙聞な〈生えたムギやアワを、それぞれ相手と守るに相応しい。それらは打割石庖丁に

よって韓首刈ないし高山jされて、ハゼにかけられたものだろう。

餌138図両棚端訣口
石器の系統舟生

1200 :無後口
10坦，>極鉄口

10目 I双後口

次に、以上のような r刈るJ作章に対して「摘む」収穫怯も行わ

れた.暗号祉の 199を典型とする石器がそれであり、両開端の小口

に訣りが暗されているので、中国での呼称に噂じて両冊端暁口石器

と呼んでおきたい。これは 黄河上 中流域の岬昭文化に特色的で

あり、日本では弥生時代の下伊那 中部瀬戸内、南九州火山山麓の

各地方に普遍的な収権兵と比べて、基本的に何の変わりもない.全

部で9例が出土しているが、多くは掛りが浅く、 1023のような片映

りのものもある。これらは、左右の絞りに人差指と薬指をかけては

さみ持っと、揖指の腹は自ずと刃師に直角に当つで、禾認をひねり

ちFる作用を提揮するロしたがってこの石器は、昌実が不捕で制と

脱魁性の強いキピに最も適合した収槽具と考えられる.

そして、ここでも石器の形態系をとらえることができる。長方形

ないし楠形の打劃石庖丁として揖っておいた10点ほどの小型品は、

r;リる」作用にl志向かず r.摘む」のに相応な石器であり、形状も両冊端棋口石器lこ近い。 L

たがって、片控りの倒や映り自体がほんの浅い桐から推して.両欄端揖口石器の前身となるの

はこうした小型な長方形石器であろう。

このように、収瞳用の石器もまた、それぞれに機能差をもっ各種形態に分化Lでいることが

理解される.これは、実った生曹をもっ数植の作物な Lにはありえないことで、こうした収唖

具の在町方はいかにも維輯島緋的である。のみならず、中韓除草具の場合と問ピように、JI¥も

提遣して定形化の進んだ石器1;弥生時代のそれらと比べて問ら嵩巴ないまでに到遣している。

そして各掴打製石庖丁は切論のこと、両冊拙棋口石器も各地の遺跡から出ている。

5 石鎌と石鉱

鎌と詑は農家に必らず有る農具のひとつであるが まさし〈それらの縄文庫である石器も見
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出 l!~る。石躍は、 21号祉の 165 を典型として白I や却7ほか金部で10点ほど出土している.
"炉ご"

それは現代の鉄製録と聖りない形を右し、右上ηの韮尻と按ηが斜め手前に引〈使い方を示し

ている。 Lたがってこれらの相手は柔らかな習い草や、作物ではソパのようなもの、あるいは

タカキピなどであろう。

石鉱は、 Z却と4121こ典型的な要曹をみるように、長手で巾広、分厚くて片刃、 liflj(量制空い

に切っている石器であη、8点ほど出土している.これらは細校や署長とか葺を払ったり、カヤ

を刈ったりする山仕事にぴったりの形態であり.いわゆる縦型石匙とされている中に典型闘が

多い。

このような石製の蝉や詑の存在は、姐地周辺での1割1).積肥 カヤの刈取、韓畑などの作量

を想像するのに十分であるo 165のようなタイプの石曜は、各地町中畑町遺跡からしばLぽ出

土しているが.その中でも41号栓の田lのように、輝揖瞳灰岩を用いて刃却を局部眉製したも

のが出現Lていることは、註目に値する.それは、中岡の石製農工具のなかでも殿先端に位置し、

とりもなおさず中期轟械の到遣点を示しているからである。

6.打撃厄器の製作技法

多〈の石躍が片面に石輔の表皮を有し、打割石F包丁が背に表皮部をとっているのを見ると、

それらは転石から連続的に楠制智した素材を曲っているように思われる.しかL、そのなかに

は恰も二校貝の離のように表皮をもつものがあり、実際にそのような石片を刺ぎ取ることは不

可能である。たとえ石工が酷ノミを悼ったとしても無理疋と、製作実躍にあたってわれわれは

すっかり迷い悩んでしまった。それでは蝿文中聞の打製石器の素材はどのようは方桂で取り畠

されたの疋ろうか。

この間掴については、たまたま来勧された松沢亜生民的岬教示を得ることができたが、その

折は十分に解らずUまいであった.後目、必要にせまられて釜無の河原で石材探しをLていた

時に、 f.iiJ担なくその方法を会骨することができた。いったん解ってみるとコロンプスの醐では

ないが、これほど簡単な方法はない。石器の製作といえば、専ら石のハンマーや鹿角でたた〈

ものという先入観にこそ問題はあったわけである。次にそれを述べてみよう.

石材は硬砂皆、帖桓省、スレート、ホルンフェルスなどいずれであっても、なるべ〈扇平で

適当な大きさと形の転石を選ぶ、それを片手で持ち、周悼の通産会団所を衝窓点に選んで、と
叫耐

っLりとした台石にストノと揮η降ろす。そうするとパンと-j撃で届平面の石理に治って割t

二枚且のような袋皮をもった石片を得ることができる.うま〈すると真中に表皮をもたない平

片をはさんで、三枚に割り裂〈こともできる。転石町性状にもよるが、分厚い裂片はさらに

度、三度の作章によって何紋もの裂片をとり出せる鳩告と金〈駄目~，島告など、いろいろで

る。この鳩合、衝撃点には必らず小さなクサピ状の草砕が入り、それが恰もノミで削った痕
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ように摺るo ~b'. fr石は硬((1めらかなI国

をも色、省!ltに動ヒ~ぃ大き会河原石ならど

れでもよいo I干に情。るコツは、あまり 1)ま

ずに転石の自置とその反動?割れるようにし

むけることである.

このようにして得た植々令書片とn割石置
の輩材の花り方とを比較しでみると、それら

の外盟やlr.神間協ぴった りー放する。Lたが

って、このような幌〈簡単会古怯によって打

割石器の事材は取り出されたと考えて問途い

ない.

このようにして;;片を取 η 出す織態I~. 旧

石器時代の台石紋怯と似ているo t.かし、台

石校法が対.とする結石の性状t，よぴ石棺と
制片の聞悟.さらにそれらが意図する石器は.

あくまで旧石器時代のものである.これに吋

して蝿宜の場合は、地棉岩や結晶H".(':~ ど院

寝室蓋志議

鍾芝蚕翠翠野

第139図 圃平円唖の劃り裂き方

111140図 届平円曝打割銭植による醒片のとり方のー倒
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理の亮遣した緬平(1円躍を二つ以上に裂き割って.簿身で大形な石片会得るのl悟れて合致L

た銭誌である。打撃面というのは存在せず、最も皐角度で巨転する阻面の頂占を衝然自に週び、

石棺と制片的区別はなく、二つ以上回製片は同等である。そうして憎た繁材から各組島以を作

り出している.つまり、このよヲな製作技法によって純石器時代の畠共が支えられているの疋

から.これはひとつの主化史的滋機を狙う独自な技師である。われわれはこれを、届平円雌打

副校在と呼ぶことにした。

目下わかっでいるところでは、この銭法は下伊源地方において極めて抱強い伝統をもって、

縄文平聞から弥生後聞に至るまで君、久的に展開された柑ゆったりと広い賀市川町河原には、石

器の材料としてゆし分ない届平門機がゴロゴロあり、なかでも白っぽくきれいな唖砂省が最も

好んで用いられた.

ところで、明届こうした作業は河ぬで行い、石器の業材となる石片だけを持ら柑勺たのだろ

う.下伊芸布地方の集帯遺障では多量田打割石器鮮に伴って、ぞれらや乳棒状石斧の製作に用い

たと考えられる融打共カ噂遍的に出土する。また 燈近翻宜された鞠ケ拙市の市原通跡では、

その障に生じた国大~j量の石川が出土し、石器割遣村と考えられているd創ところが、八ケ缶南

旋回遺跡ではそうした石儲は皆無に近い状態である.ここに扱った遺物中でもただ l占(679)

しかない。同時に石月号もあまり出τい会い.石質的面からみるとホルンフェルスが首位を占め

ていること除、やはりこれら石材町大部分が地元の宣伝無111から調達されたと考えるべきだろう。

鍾無の本谷は左緑町秩文古生層と右日の四万十中生摘との間の断層輯に剖まれているが.両者

とも唖砂岩と帖板おを虚し、後者l主新第三紀における甲整駒山系的階事惜花刷れの世人によっ

て按触変成を費け、ホルンフェルス化しているからである。ただ、この辺りの河原で11，.s長無

川はそこに出てきたばかりであって、石器を作るのに向いた偏平円曜は少ない。 他地方から

の移入ということも考えられるので、もっと詳細企石貨の比較につとめる~どしで、採ってい

きたいと思う。

7.穀物加工具としての凹石

一般に凹石と呼んでいる石置は、いわゆる打製石斧と謹んで石器の両横綱に当る位置を占め

ている。また縄文時代を通じて最も不霊的会石器であって、明:生時代まで慣存した。それにも

かかわらず、凹Eが伺に世われたのかということに傘ると これほど性怖のあやふやな石器も

ない疋ろう.却泊、古くからいろんな説が出されできたし、それに対する蝿々な織討や新しい

試みもなされてきている。かつて行われた槽陪高田地腫部による実験と計調および統計的研究

はそのひとつであった。そうしたなかで也l石田用途''''.これを二個ー吋で担うクルミ割共とす

る置滞緩六脱が貨も説得的であり‘これまでわれわれはそフした見方で凹石を綴ってきた.た

だし、四石と E拓の区別は字~r.-!; としない泊、ら、凹石般のなかに石皿とセットを~すff1石を合

-2剖ー



めてのことである。しかし、中間の石器組成のなかで打製石器群を農具として線定する以上、

これまでの凹石観も大きく改めなければならない時期に到ったと思う。打製石器携が完成され

た雑日韓島耕を支えているように、主要な石器である出石もまた雑穀文化の担い手たるはず疋か

らである。そういった視点に立って、ここでは、凹石類の基本的な在り方を間単に整理し、 Eき

工具の一環左 Lて四石を位置づけたいt思う。

凹石および眉石の類は総数250点が出土している。これらの石器は、出穴のあるものを山石、

凶穴のないものやよく磨られて石緩状の形になったものを磨石と呼び別けたりしている。しか

Lそれは個体差によるニュアンスであ り、実際にこれらの石器を定義別けするこtはできない固

つまり凹石と宮い、庖石と呼ぶのは、ひとつの石器の二つの顧に過ぎない。次に、その実態と

在り方をおおざっぽにまとめでみよう。

l 石買は鱒石霊山省がt最も多く.輝石角閃石安山岩もかなりある。他に、田村間愛半に輝

輯宕製と、閃君花両省製のものが若干みられる。

z 一軒の凹石セットのなかには例外な〈粗製品が1，2占存在し、それが金時間を過して

四石の基本的主組合せをなしている。しかも決まって 地山のローム婦に包古されている自問

睡を、殆ど手を加えることなく用いている。これは鼻戸車 池袋務総からもたらされた単斜輝

石斜15輝石角閃石安山宕で、 一見しでわかる。凹石総数の l制ちかくがこの組製白石である。

3 曽利i式即より以liiJには、 ー軒の凹石セ γ トの中に l個くらい、普通のものより二回り

ほど小さな小型品がある。曽利I式期以降は、 一軒に2個くらいの制で、それよりさらに小さ

な団子形の丸石がある。前者から後者へと、曽不iJI式聞を授に移行する。

4 出穴や凹出の状態lムそれカ屯車められないものから細かなアパタ状損、 雨漏状握、それ

らの集合や連鎖、そしで微々な凶穴に至るまで実に雑多で志ある。

5 器而の状態もまた、ザラついで騎荒したもの、サラッときめ細かなもの テカテカに隠

られたものなどいろいろであるが、総じて両倒而部は粗〈、アパタ状に打躍が瞳ったりしてい

る。これは片手で持って前後に磨るからであろう。冊加の荒れは聾形の時の融打躍と考えられ

る。

6 形状も類型的であるが、いくつかのタイプはある。その中で、両面ないし片面がよく腐

られて、いわゆる石厳杭の面をなすものがある。このような状態は石皿とコンピをなす眉石と

して憤った桂復運動の結果しかありえない。したがって、この植の凹石が製粉闘の上石である

ことは間違いない。これは、 一軒の凹石セットのなかに 1-2咽ていどある。

7 山石の腐に捜土やロームがこびりついたもの、煤がしみついたもの、糊状の炭化般が付

着したものなどがある。

以上のように、出石および暦石類はかなり巾広い内容をもっているが、その中で最も持殊~

存在は桂製凹石としたー古学でもあり、次にコロノとした団子状の丸石掴である。しかしそのほか
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は大同小奨で 基本形態はひとつながり疋といえる.きて、形態の基本的要繁町一致や額似は

ぬ縫の一致と額出、すなわち用途町一致や描似に基づいている.平た〈宮えば、倒たことをす

るには出たものが必要て・ある。そうすると、回石一般の用途は、石皿と併用する製紛作業をふ

〈めた緯鰻頬の加工ということ以外に考えられ在い。すなわち‘凹石額のうち石鹸款に磨闘っ

たものが石皿に対する上石であり、それが型軒作重である以上、他の凹石および庖石類は、そ

の前段開たる荒後きや雑穀の障を去取る踊盛作業にffう摺具て・あろう。

そうした一迫の作童を想定すれば、多織金拭盟をしえ多数の凹石野町存在が説明される。ひ

と口に雑曹といっても、アワーキピータカキピ ヒエ ンコクピエ イネなどの主作物聞やマ

メ輔カ句目手となるから、それら圃々の生態に応じた鍋具や粉後具が必嬰となろう。雄々な凹穴

や凹蝿l率、石臼の目に当る織能を果すと考えられる。では 剥粉や荒後きほ石血を下石にして

行うものの、醐監の場合は阿が相手だろうか.石だと融がとれると同時に中身まで砕けてしま

うから、それは阿か皿形をした水制のもの疋ろう.

簡単に遥べたが、以上カ旬石に対する鎗理上での結論である.後は実際にやってみるLかな

い。ここで収績の時点にE寄って考えてみるとしよう。維殺綴はよく干してから脱鞭する。それ

には、~庫の上に拡げて踏んだり働いた ηするとか、台本町上に瞳をのせて木槌で叩〈とか、

コパシで級〈などのやり1;がある。その次の段階が離を取去る嗣聾作業となる。弥生時代では

E件と臼があるから、それで朝摺と輔自ができる.重量件と日の出現はどこまで欄るだろうか。

以上のような考え方は、畳杵と臼の時代以前に凹石を値った段階があったと仮定することにな

る.凹石の提視は土器のそれに前後し.有ilJl'l製石庖丁が普遍化した頃に消えている.回石と

樟い間違をもっ石皿も同措である。そこに農務主化尭農の臨則が読みとれないだろうか.

8 製粉具としての石皿

これまで願を追ってきた農工具の最後に位置するの治活皿である。いうまでもなく磨石(凹

石}を上石とする製粉具で、両者とも琢輔の度告が進むとしばしば目立てがなされたことだろ

う。紛宜に由いているのはコムギとソパで、それにンコタピエやタカキピなども紛にしで熱渇

でかいた方が旨い。また街々の晴れの食物としてアワやキピ~どでγ トギのようなものが作ら

れたのだろう。粉に役いた後は洩鉢で控ねる。これは今と金〈向ヒである。

通常(;石皿は全部で31点が出土しているが、完形品は3圃のみである。完存品は刑外な〈床

面ないし生活面上に正位のまま、あるいは伏せて暁置されている.ところが滋れたものは、な

ぜか措合する相手も見つからない.また、穏やl閤に入ると彊揖文様などが彫られるようになり、

裏面には凹石と同じよフ~凹fてがいくつもあ付られたりする。このような石皿の在勺方に注目

をLた平出 治民lム石皿を割ることによっで融鞠の畳植を祈る祭配カ守すわれたとする興味語

い見解を述べている。m
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ところで 曽手'1期に入ると<6号 制号 <9号祉からl'柱状ないL三角桂川文の長手な挽石が出

土し、中期最3震の45叫J:Jrではそれと討になる方睡状の石皿が見出された。方式を拠にする担粉

具として、注意しなければならない。

9.喋石器

初頭から末輩までも、両町石のなかで眠られた石置の子頃な珊を選んで、殆ど手を加えること

な〈そのまま使っている数輔の石器群がある。それらを輯材、しで理石器と呼んでおきたい。全

部で40点出土しているが、ざっと分けて 5. 6揖甑あり、その拍車と形状釘よぴ石置は一体的

~関係を右する。次に一通り挙げて考努を加えてみよ う.

1. ，軍時岩周平方柱状石器断面が平行四辺形~長方形をした縦陣斡の障が:嘩を値い、平滑

な両面には浅いアパタ状蝿があるo 169， 459 . 1166など7点が出土。凹石類に噂ずる機能をも

っ石器で!;る。

2 硬砂野桂状石器 これには偏平方柱状と三角柱状とその中聞の三週りある。凪ドドブJ柱状

は巾広な両面がカサカサと膚荒れして、凶綴を伴うお腸告もあり.892・950. 1011 ~どが典型で

ある。 三角柱壮のものは平滑な三面をもち、 11日と11田は手話樟のものが表面を阻っている。

形曹は典るが420も同捕であって、向かアクとかンプのようなものかと忠われる。中間的なの

は1164のように一定的会平面部をもたない躍である。これらは全部で14点出土しでいるが、慢

利E式聞に出皮し‘同期に晶も多〈、笛利阿式問闘には且られなくなる。

この種の石器はー舵に融石と呼ばれて、台&なる石をセットでとらえた報告もなされている品l

そLて方桂杭の融石については、奥多摩 院主地方で栃の実の種肱刺ぎに使う融石と聞出する

といフ棺口尚武氏の叙告があり、民世倒との対照からその同過が方向づ付されているdωそうし

た民俗的見地を尊重しながら、しかし、最近の鯛査事瑚からしでもこの石器が曽利E式期にい

き傘り現れて同聞の石器組成に欠かせ会いものとなっていることを監視したい。この偏平方位

状石器の相手となる台石を、それと意韻しでっかまえることは出来なかったが、僧手l日式期頃

は住居内に平服杭の安山岩がしI!しばあるから、やはりそれらが台石であろう。そして、これ

はムギ町加工具、つまりオシムギを作るのに聞いた押庄具ではないかと考えている。

3 踊平円醐凹石 変輝岩やスレートなど片理的発遣した踊平円躍を用い、両面に凹Rを有

し膚荒れがみられる。回転出のように滑らかな凹穴をもつのもある。 266や 350~ど 6 点。

4. PI曙!l石 輝時8か唖必曹の手頃な円曹がちょうど凹石類と問措に闘られ、軒かなアパ

タ状画がみられる。刷 66 . 184 . 185の4点。これらは石賀が梓嫁てもあっても凹石為、よぴ磨石

罰の範暗に入れうる。 E車内問より前で、それ以降は無さそうである。

5 縁結治曙石器長めでやや踊平な鱒桔治の小石を使っている。磨損と微細なアパタ状躍

がみられるのもある。727. 789 . 878 . 1082の4占。
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6 働牙杭痕嘩石器 596と810町ように神棋の録省 スレートの確に歯牙で噛ん疋ような

傷復カヨ可まれている。

以上、や‘細か〈なったが多様である。いずれも膚荒れやm療ならびに各機の凹揮を伴う点
が共通し、数掴のものは凹石類をそれそ・れの揮に事L換えたよフである。大抵1:'、ろんな宜品

加工具とみられるが、凹石とともに実験をしであれこれ試してみるしかないと思う.

10 石 斧

伐揮用の宇U事故石斧は24点出土しているが、完形品1:2点だけでゐる.石置は鰍岩が大部分

を占め、輝蹄揖灰岩が少しづつある.気になるのは、石斧自身町線能とは舞踊な、二次世打が

加えられたものが9冊、す会わち3個に l岨の割合であることである.それは、6田のように

腹部に打画出みを副んだり、 259のようにすっかり刃舗を演して賓形したり、 881のように企庁

損断面を融打したり、といった具合である.こう Lた欄はしばしば見られ、弥生時代の太型蛤

刃石斧にもある.これは伺とな〈、石斧に対する悟聞とでもいったことを感Uさせる.嫁に、

祈れて住いものにならな〈なった恒片の断面を鮫打Lたり 刃漬しをした問は、石斧としての

世命が持った時に、その石斧を製作した時とl可樟な値打を施して新しい石斧の再生を祈ったの

では、という興事を抱かせる.

木工用の定角石斧l:t:lU語、出土し、半数が完形である。石置は鱒輯凝灰岩が半数で、踊翠がE

占、.その公也となっている。

他に工作用具としては、思曜E製の副片石器が全部で70，点ある.これは不定影会小制片の片

面冊に刃こぼれ痕が;，り‘よ〈見ると/11.滅も加わっており.ホや竹の類を相手にしたものと考

えている。

結 び

主要~石器について一通りの考療を行ってきた.切硲これら以外の石器にも陸れなければな

らないが、鍛えて報告のみにとどめた。中間縄文文化を買えた石製農工具としで、ここで取上

げたものが、八ヶ岳雨量における石器群町一般的な愛であり、それU中節目本の同時閣の遺俗

ならばどこにでもめりふれた石器である.

こうして石器全般を楠討しでみると それが般高の水準にあるのは、やはり藤内 弁戸尻麟

である。農具の括腫段階から判断する眠り、その時期1:.問えば華北の押聞文化町一歩前、あ

るいは下伊濁地方の弥生文化の一歩前に、位誼づけられる農緋文化の量展段階にあると君って

大過ないだろう.しかしそれは、次の袋章段階にまで内的発展を遂げることなく‘省手'J聞にλ

ると新たな要，震が加わりつつも停滞を余儀な〈されたのである.

以上に述べてきたような石器に吋する痩解は‘原則的にそのまま縄文時代金体に拡大するこ
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とができる.耽中、いわゆる石匙と凹石に適用すれば、明らかに農緋の起源は土器提現町時点

にまで欄札従来とは金〈別企新石器文化の世界が聞けて〈る。0・由利町石器を基聞として、わ

れわれはここに挫出した様々な蝉旭町探求に向かっていきたいと思う。

最後に、石器の製作後詰に聞しでは、位決亜主民から暗い岡教示をいただいてまとめること /

が出来た。記して探〈感謝したい。(小林公明)

関連参考文献
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第3節 土器の組成と機能

l 土器の発生と機能との関係

縄文式土器の喝合、その型式担定にあたって第一に重要祖されるのが文睡であり、器形すな

わち、櫨舵についでは臨二終的にしか蝿われていなかった。

ところが、最近、型式学の行桔りからの脱却からか、範型歯という健解(1方法Jaが波及して

きた.正確なことは剖舗のベる前さえ知らないが、楠式 型式形式を設定して土器の移行形

曹をとらえる方桂のようである。しかし、ここでは、そうした理解できていない方法鎗に則り

障を進めるよりも、従来の方法のなかでも、奥なる器種が同時に存在し、またそれらの消長の原

因を究明してみなければならないと思う。

まず、第一番に注意したいのは土器提生町必黙性である.土器It，切認、物を入れることの

できる容器であるが、その疹よりも何の目的でどのような輸を入れるかが同胞である。た疋単

に物を入れるだけであったら、相当の労力を費やして揖れ易い土器を作るよりも他の物を利用

する方法がいくらでもある。やはり、土器でなければ駄目な目的が斎ったからであろう。そう

してみると、土器は その製作過程で重要な位置を占める r掛<Jという化学霊化に起因して

〈るのではなかろうか.
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問えi王、魚類とか闘の聞などは直接火に掛けた η炭火で桂〈のが最も手取早〈摺利て'1>ると

~JII;jに奨昧でもある。 土器で煮るなど~外というものであろう。土器で煮る必要のあるのは端

的に云ってイネ科の植物の制果以外には考えられない.

そ j~ ると、土器町発生=イネ科植物時岡県由利用と L‘うことに帰着するのである。そこで、

縄文式土器のうち、深鉢と呼ばれている器形の土器を岨標してみると、その多〈に轄と煮擦が

付着L下胴部は赤聾している。こうした$実から、土器というものは、多少の嗣外はともかく

として、その大小や底部の形状が尖 丸平のいかんを問わず、特に鉢~深鉢の器植にあって

は イ不科植物の踊県を主とした煮携にはじまり提属して各種の用追を生みつつ分化するので

あり、その主流は.あくまで変ることなく続き絶対的主大原則としで貫かれていかなければな

らない.

したがって、縄文式土器の鳩合 その初期の段階、少な〈とも前期の前半までは煮沸周の鉢

~深鉢の形態が主体を占めていた。その他の器形が生れる程の生産形睡にまで遣しでい舎かっ

たとみなければならない。ところが.前期の中葉になると、新た~生産手段を伴った文化の怯

来によっで急速に形睦分ftが退行し、煮沸以外の醐能を具備した土器が一般化するのである。

筏型鎗でいう形式kいヲのは前期中華町形瞳多Hヒに起因し、それ以後に必嬰なものであって

それ以前では、文様だけみれば、その差によって土器形式など極めて簡単に区分できるUずで

ある。

2 形態分化 の基本原則

形態分化がはじまると、ぞれまで、同一型式内't'は、器形の大，1、や多少の聖イヒはともかく、

ほとんど同ーの施主方法であったのが、器形の聖化によって実った傾向田文捕カ切篭されるよう

になり、単純な方法では地理できな〈なってしまった。当鼎のことである。

そこで、このように分化した各植の器彩をも包括して、多少の製作時間の蓬を超越した同時

世間 同時存在の土器と Lて完形または、それに近い生活面軍存の土器をセットとしてとらえ

て考えること1こした.

さて、奥歯や反植はともか〈 、 生産手段の発展によって生r~文化が多掛化すると、それに必

要な器具や器材が出現すること li.今も縄文時代でも原則的には同一であり、さLで問題と守

るには亙ぱ会い。現在的事~を参考にして考えれば、そのほとんどは解決するはずである.

前期の中葉に分化した器形として最も量制しなければならないものに有孔蝿付土器の祖揮と

なった日韓並列有孔土器がある。当初li.わずかに文輔の認められる倒もあるが、そのほとん

どは無文が主体である。有文のものでも、文相は口融に集中し、隅田以下は無主である。とこ

ろが.これらの無文土器には、必ずと云っても良い程、海と丹の撞布カ唱草められ、 中国南儲か

らの渡米を示喧しているのである。中国南部といつでも、その地域は広〈文化内容も多種でー
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概に決定づけるわけにもいかないが、車主体の農務文化が栄えていたt位以或であることは確かで

ある。

これらの土器は、小形のものが主体を占め小孔には紫紺による揮痕はみあたらない。したず

って一部の学者の云われる太駁説など出る余地のないものである。また、これらの土器の無文

部には、躍による各植の文樟的な絵画が描かれ、または、その様跡が認められ、明らかに煮沸

以外の機能を備えた土器であることが判る。筆者は、これを醸造共であると決めつけたのであ

る。勿輔、当初は、我固で提生した道具であるから山ブドウなどの野生暗果を原料に Lでで"

った。と工ろが、最近になって唱この植の土器が渡来の技法であることを知るに及び、それら

疋けでなく 中国南部で聞記された掛苗利用による軸物酒が本来の姿である。に蛮ってしまっ

~。
今まで上部だけに気をとられすぎていたカ嘩部に目を向けてみると、たまたま円盤棋の台が

附けられていることに気付〈疋ろう。台の附いた土器は、提酔停止のための煮沸を兼ね吏に供

献をも具備した複数の槽能の土器とみ{;ければならない。台のあるこの種目土器に二次加熱の

痕跡を認めるのもそのためである。したがっで、台の存在しない場合には二次加熱の揖跡はほ

とんどなく、単独な醸造具と考えてよかろう。その場合には、台付目鉢が存在しなければなら

ない。

口甜並列有孔土器と同時に分化発生した器形に台付状土器がある。この土器は、本来、者沸

が話 線であるから、剖寸の口融並列有孔土器と同棉に一般的な煮沸深鉢と同様な文槽時包さ

れていて何らの不思講さもない。第二殺の供献の縄能は、台の有無によって決定づけられるの

であるから辻後が合う。

さて、紛期中葉の諸暗A式期に醐遣という全く新しい生産形態の一揖をになって分化萱場し

たこれら二種の土器は、中期に入ってEに強力主援軍を待て尭達し、前者は有孔持N土器とな

り、片や台付土器となって蝉内式期から弁戸尻式朋にその最盛期をむかえるのである。しかし、

その大原則は当初と何ら変るところがないから不思揖である。それというのも、先に述べた業

主体の農緋文化が本質的に変っていないからであろう。

こうした大前提にたって物を考えると、なくてはならない器形に浅鉢か輔がある。しかし、

今のところ、これらの器植については、手もとの資料不足でいずれとも結請しかねる状態でお

る。

3 中期の諸器種

前期中葉の間唖A式期にはじまった土器の形時(機能)分化は、前期最末の組畑式聞にその

最盛期をむかえる。即ち、中期中葉閣に存在するすべての器形はこの時期にその源をたどるこ

とが出来るのである。それと同時に却もこの時期に分化を起こす。
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さて それでは、その栄養源はどこにあるのだろうか。その答を知る手掛ηは土器をー見し

ただけですぐ出でしまヲ.即ら.関東から聞西に分布市る土器の主要奮がこの八ヶ岳山昆に集

中してくるのである。

徹畑式聞の前.日向i式期までの土器でli，ま疋単純に土器の型式名が判別でき得るが、日

向H式期の土器では少しややこし〈な η、橋畑式剛では実際に-Hltけたものでないと容易に判

別できなくなる。広範囲の要車が消化されずにそのまま入り込んでいるからである。この時期

の土器型式が被稚怪奇であったのもそのぜいで、寵制式の級定によってようや〈安定 Lた挫が

する。しかし、従来のように、これが鱒制式三といフわけにはい治会い。これとこれと が

組合さって輔珊式土器というふうにである.

中間に人り九兵衛足掛式聞になると、生活立地が再び広い台地上に移り、 ヨド絡的で中期的な

農様文化が確立寸る.それと同時に、生活用具でもある土器l率、器形も文織も整理抗告されで、

所師、中期的な様相を呈すのである。この時期に分化した各揖由形曹を示寸土器町市長を凶化

して容考に臼たしたい。

鶴子土庁
前問 中 醐 後期

中君臨|後楽|末業 相磁l削鶏|中 業 11愛 議|末 曜 相聞
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土器尭生以来週嗣と Lで続いた煮沸用の深鉢l主、中間初闘の九品情rjJ~式期になり、その一部

を畿飾帯鉢に書ねる。談摘鉢の分化は、生活樺式の宜化を示サパロメーターの役目をはたし、

この消長を調査することによって、中期宜化の動向を知lることが出来る重要な役目もはたして

いるのである。これらの袋飾鉢は、前章~中華でも最も尭遣し.後発の曽利回式剛を胆ηに理化

してしま九我々の縄文中剛醐主情比この醐鉢の文槽聞から時た酬が最も/<、

今後の附究課題として、一般的な指機器とは分離して考えるべき世絡のものであることを付記

しでおきたい。

次に、やはり、この時期に分化した煮沸器に謀器がある.食物量蕗す手法は米を食物と Lて

利用した時にはじまる.したがって、その世史は♀期末にまで遡るわけであるが、土器が最も

耕すのに通した形に霊化したのは中聞になってからと云えよう。まず鍛閉は、平出31Mとし

て区分される一群の補予の揮鉢でもある。この植の土器は、中部高地南部に独特な器掴で持に伊

畑地方に多い。近年、この植の土器カ I型式として独立するとか、し会いとかの論摘が盛んで

dちるが、ここでは、その織能カfJ1~聞の争占である.即ち、薄手で土師器の費に酷似した製作校

法からも惜能的に離器であることに相速なく、更に、中胴剖がやや括れサナを落すのに好適な

形態を具備すると同時に、その障を文槽でも示しているの疋から疑う余地さえない。

中期も 中華に人ると、雄内I式聞から本絡揖の諜器の茸織と相成る。即ち、織形文土器の

出現である，櫛形文土器t率、勿自省、両担町平出3題Aからの理化形睡であるが 器堕はやや序

〈、製作過程でも完全に釜と革植とが別々に作られて合体されている。最卒、損描をさしはさ

む余地がない程完盟で合理的でもめη、融会どよりむしろ進化した形態といえよう。宣伝と帯植

は別々に存在する。という考えこそ改めるべきである。

きで.この蕪器も、弁戸尻皿式期に入ると迫化的兆しカq見れ後葉町僧季IJU式期をもって完全

に消滅する.査作文化の慢入が原歯といえよう.麦作主体の農緋主化l志、弁戸尻凹式聞から出

現し、省利I式闘に尭屈して例制H式聞に完成するものである。その結果として謀器はすたれ、

かわって査専用の象潟器である地主に緯杉を布する唐辛文系土輔が置場するのである.これも、

伊櫛苦から松本平地方が中心で山梨県に人ると皆無の状睡である。査は、粒宜であったため、

そ町議携にIt時聞を聾し、議持の付者が極めて!-<一見してすぐそれとわかる。

中期の初頭または、中華から後議でも分化したこれら 4櫨の煮鴻器i率、ことごとく、その末薬

までには消滅してしまい、後期からは別果、統の煮沸器がとつで刊るのである。

台所の主庄を占める煮梯器にもまして分化の著しかったのが酒造具供献共などである。

まず、調理具としての洩鉢は、九兵衛l主植式聞から本格的"形態を示して宜喝し、中羨から

小形化すると同時に匝穫と口証との韮が輔少して高さがt智大する。この状睡では、島平、中華

までの浅鉢の楠能をはたすことができない。末葉からは、更に拠った方向に向かうのである。

構造共と しての有孔開付土器は、すでに述べた通り前期中議での詰 11!ll分化によって その
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総形が尭生 し、その後、中闘の初醐聞に暗立した桜植である。機能については、今更雌返す必

要もなく、中国南部で聞尭された酒造伐衝が海技術などと共"減来したものであって、それ以

外に考慮する方法が会い。

右孔揖付土器の機能については.すでに公費描みであるから亜縦をさけ、その梢訴と関連す

る器極に重点を置いて述べてみた‘、

;tf孔鍔付土器そのものli.約手IJ!式掴を阻りに獲を摘し、 一時、小孔が詞に附くなどの変化

をたどりつつitl.J土器へと転仕する町であるが.その聞を埋めるものとしてX把手付の盟鉢を

忘れでは~ら会い. この器植は、得制 E式即頃から出現して曽制V式周まで存在するもので、

その摘長からしで査作主体の!li縛主化に関連する酒造共でなくてはならなt、

布孔時廿土器と一体を~すものに器台がある. 器台l率、削後の消長が判似とし会いが、雌内

z主聞から僧判 I式聞を tffに聾見されている極めて手肯定で放の少ない器掴である。その機能に

ついては、単に土器を衆せる台だとか、土置の埠成台疋とかの説が散見されるどけであったが

古くは 弁戸凪4号制殉や、 39号祉問のよ?に必ずと云える程に舞台町布孔揖付土器と共伴し

ているので、有孔開付土置の専用台と考えて良い器檀である.

次に、やはりこれも有司鍔付土置と一体をなす器檀に台付土器がある.台付土器li.図表で

明らかな担〈、その消長は有乳鍔付土置と金〈向ヒ追をたどっている。これ程、似た摘録を示

す器檀li他に倒をみない。た疋、この器檀町地合、台と鉢師とが離れ易い構造であるために、

往々にして見失なわれていた疋けである。機能的には、やはり匝遣に間違した軍機および供献

共と考えておきたい。 即色、米薬会どから醸造用円割を作る障に使用する特別会f~命をも今

た煮沸共である。と考えたい.岨遣の完成!t.続ためて二次的IZ('受命としてf共献具に転じたも

のであろう。

器台や台付土器と契り 全〈純粋"1共献具に釣手土器がある。釣手土器内相源l左 中期間頭

にまで遡ることができるが.一般的には中華町躍内式聞からで、それは前でi率、捜鉢の口揖告書

に小孔を対称する也置に穿っているのが通常である.したがって.本絡的な釣手土器は、捜鉢

に釣予部カ''lflくのが本来の姿て・最盛岡には、 i重鉢部ょ η軒乎閣が主体を占めるが抑き状態にま

でエスカレートするが、来聞には本来町姿にもどるものである.

線能的には、初詰主体罰的示す知〈、壇火器であり、火によって神を呼ぶ蝶介的な役割を

はたすものである.

その出筑の初期の段階では、 ~f存内田際立った特置を有する家に存在するという訳ではない

が、 l緊帯に 1個程度町割合にしか時見きれない。しかし、中期も後輩期以後においては、梨

帯内町特定な施誼を有する家屈に集中して鎗見される師向が強"0嗣え1I、第三次調査の29号
社倒の知くである。

それから、的手部の師ηl志 雄内式聞から曽平11田式岡頃までの聞が最も豪華で、時として，.
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面が附けられ、それ自体が人体を表現する29号J止の間i列などがあるが、日酬などが一般的なも

のである.

曽酬利旧式削頃

乎剖iは本本来の書にもどη、Jll合によっては的手が離れて述桔しない倒さえ存在する。

また、中期間関に分化した器植のほとんどが小刻I末葉を契機にして‘それぞれ、応分の1<<'化

を来して消滅したり転化するなかで、この的手土器だけ後剛にまで存続するのが不思蹄である。

このことは 器そのものの力では会くて、 「火Jのもつ底力なのかも知れない。

最後に、器具とは契るが、中間に分化しで梢jJ，を共にLた農務神に少しく触れてみることに

しよう。農絡神には、土偶石捕をはじめ土器に配されたものとして蛇体主踊面把手 ミミ

ヅク把手間舵手などがある.

そこで、ここでは、蛇体文とミミプク把手などについて若干の考草を加えてみたいと思う。

まず、蛇{本文でもあるが、その問源は本来自I闘の中葉から出現すべきであるが、現在.まだ、そ

こまで解説するに至っていない。臨奴とするのは篭畑式捌からである。この時期の蛇体主は主

として口縁部に配されていたが、 l市葉町新道式闘には畑の守護神として区割文土器の胴部に集

中するものと、生殖神として口暗部または把手に銭形文を加えた三角頭の岨とに分派する.

井戸尻町式聞を峻に蛇体主は決定的な聖イtを且'fし、生嫡神の壇"ftiに転化し.畑町守峰神

は蛇行陸線主に宮る。この変化はMに起因するのだろヲか。明らかに主体となる作物の宜化に

ほかなら奇い。 即ち、聖f~主体の!l続文化である。

ところが、それも.怖季11m式闘を境に拙把手lii肖輔し、蛇行隆融宜は蛇行訓;韓文に零帯れ曽

利V式聞を最後に消失してしまうのである。この主因も主体作物の渡来による藍化以外に考え

られない。

次に、ミミプク把手 '"面把手であるが、いずれも九兵衛H式帰傾が問源と思われる。当問

は、口融や口昏白神織でな〈、胴剖に配されるので・あったが、新道式聞から神域に萱場して、

その地位が句直立するのである。この時期l志、くしくも中期文化が確立した時期とも一致するか

ら面白い。

性絡としては、釘岨把手が生殖神を離〈統署長神て・あるのに巨し、ミミヅク把手は、ミミゾク

やフクロー盟の裕行性とネズミを主宜とする島縛社会全体の守謹神である。

しかL、そのいずれも、乗車体の雑穀農緋神であり、それらが、その主体性を失うと同時に

聾を情すのである。

4 おわりに

前聞の前襲来から中華にかけて渡来した栗主体の農耕文化は、中聞のヨ転車をもって完全に近

l消輔して しまった。その間における、ぞれらの市長については、すでに述べた通りであるが、
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その歯拠とするところは、すべて遺構や遺物に釦実に瞳されでいる.曹は、その睦を解〈か苦

かにかかっている疋けである。

銭々は、その駐を極めて陪々にではあるが解明の努力を して来た.そして、その結果、中期

が判れば、あとは応用問岨で前期早期と遡っても‘憧期 ー晩期と陣つでも容易に解けていく

はずである.

本論でl率、その一部を断片的に紹介Lたにすぎないが‘いずれ機会をみて糸統的にそ師会製

を明らかにしていきたいと考えている. (武雄峰六}

第4節 煤とお焦げ

土器といえばとか〈その器面を蹄る文相にばかり臨を琢われ勝ちであるが、阿ょ ηも宜物を

煮故きするのが土器本来的値命であるから.そのつもりになうて見ると通常会深鉢形土器には

煮故きの跡を示す煤やお焦げがいっぱい付いている.しかも多少の個体垂はあれ、外援の螺け

と内壁のお絹げの村き方l主意外なほど盟則的であるばかりか、両者は一体の関係にある.それ

は煮抜きの仕方、ひいてはその相手である食物の種類を推定するのに+分な手懸かりと辛つで

いる.個々の状態については報文中に配したので、比郎凶句はっき η埠けとお焦げが睦っている

もの69角、をここに図示してまとめ、摘単~考察を加えたいと思う。

はじめに燃の付者は、総Uて器体的上半島Sにあり、腰ょη下にはみられない。夜措に躍と確

かめられな〈ても、器面の上半剖は黒~紫禍邑の暗い色調舎のに下半部は明かるい股網色~赤

茶褐色をして封躍的に分かれている地合、上半部は蝶煙のしみつきによって暗色化したと見惜

してよいだろうo 103， 107 . 23 . 20 . 86 . 91などがそうである。外壁の艦けは出ト輔を画し

ており、それはしばしば口帽の屈曲部や文崎帯と一致する033.45・1担 91. 1861左前者、

11'12.1回 23 叩 86.87が後者の聞であり.特に構位田文様帯と葉支部の区酬は、煮欽

きの仕方を予め承知したうえでのことという感が強い.

次に縄付きは‘内盟の下半部と全体と口揖部付近との三通りに見られ、 23. 46. 149 .96な

ど例外はあっても底近くには付いて無い。最も多いのは下半部であり、"ぽ一揖を画し、岨ゃ

87あるいは引のように明暗会パノド棋をなす嗣もある。また103. 102 . 86のように構帯主掛の

区画と、 130.38.91.61のように腰部などの〈ぴれと一致する渇告がある。これらは6闘を

占め、韓りの3事1Iが内壁全体、l割が口揖付近の焦げ付きである.中には78.79のごと〈、煮

こぼれて口蹄外躍にこびりついた間もある。

Lたがって過半数の深鉢は、タ慌のよさ宇部が燃け、内堕の下半却が組lず付いてお η、基本的
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に両者は亜ならず、互いに制匠する閣時にある。暁に72.131 . 86 . 5S~どのよ?に カ yキ

リと一組を岨Lて内外のが態がちぐはぐなのを見ると、そこには甜れもなく揖姑きにおける炎

と加熱作用の法JIIJ性が示されている。

かつて匝田市考古資料館で地野新切遺跡の中期憧半の土器昨を参脱した時われわれは、非常

に漫厚な蝶とお焦げ治世県と分かれて付いている状態に盟i なぜそう会るのか考え込んでし

まっ足。しかLこうしたことは3ザスとアルミ舗を由っている者には解らないどろう.島家で年

配の主掛に教えてもらうのカ最も擁かでもある。

よ

第145図 絵轄の欽き15と煤とお焦げの付き方

そこで棋式的な闘をとって実際の需拡きを考えると郷図のようになる。探鉢の器ほl志、lJ;iJIIJ 

的に 31f!に分かれる o 1 砥部近くの焦げも煤もつか辛い部分。 87や 190のよヲに外壁が)g祖

せたように白間色を呈している渇告がみられる。ここは火床に据えられ、績拡きの前障ではオ

キの炎を受けて白っぽく熱せられるが、後世では灰にとり固まれるから中身が絡げ付くほどに

はならない. 2 内自主が焦げ付いた胴下半師。ここは煮曲きの後地で火を退いてからオキによ

ってト ロトロと蕗らされる。だから水虫の無くなった内容物は焦げつき昂〈、 外壁はオキの炎

によって赤~岱掴芭の二次蝶成を受ける.3 外壁が艦けている器体上ド師。ここは煮抜き前

世における赤い炎や理由炭素粒が付着して蝶ける。その段階では内に水分があるから絡げつか

ない。つまり、こフした躍とお綿げの在り方!率、最初にパ γパッと勢いよく火を費き、 1設はオ

キによってトロトロとじっく η故きあげるような煮航法の桔栄にほかならない。

では.このような方法で煮肱きされる相手は何疋ろうか。それは雑録煩のf自にあり得策い。

最も手強いのはオオムギでも、相iに変飯を肱〈時は前の晩にムギを先に欽いでえませておくとい

う。アワ キピの舗や玄米も昼時間トロ火にかけでカユに性きあげるのが普通のやり方である。

本来が酷しにくいかわりに時めに〈い土捕は、こうした栄枯去にぴったりの後能を有するから、
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縄文の土器も同柑であろう。

そして‘ i揮鉢形土置の外股上，~t 内股 Hとでも相反する煤とお焦げの吋き方は.時代を問わ

ず縄文平期間尖岨土器から悦:生式土器に主るまで普辿的にみられる。それはとりもなおさず

雑粧の宜生活に共通な由蹄であって‘そうした視占からみると、早期から弥生時代まで探鉢の

基本形態なんて大しで変わりないのである@

さてそうすると、内壁が全体的に鰍げているのや口縄付近に鰍げつきがあるのはどう解釈す

べきだろうか。これらの場合は外壁の臨けとお抽げが共存関係にあるから、火鈴が強いうらに

焦げつくようなグツグYとした場ブJでもある。したがって中身は‘ r同勿とか雑棋のようなものど

ろう。水分の燕提につれて口符から岨に焦げつきが下がってゆくし、飯を故くのとは拠ってそ

の埠にもその時々でむらがあるから輯じて全体にこびつきが琵遣する。またマメのよフ lニ長時

間かけて煮なければならないものは、うっかりすると絡げつかせてしまう.

以上のほかに、 「節でる」と「燕すJ とがある。イモ甜などを省?でる喝合にはあまり鰍げ付

くことは♀いだろう.謀すのには革器という独特な形態が発遣した。.38を縦形として 136.91 

出がその正系であり、 46.88.53がそのl崎市である.謀器の焦げつき方はいろいろに会って

いる。また台付濯も将別な指故同盟であ η、139. 59. 182 ~ど煤やこびりつきが認められる.

おLまいに、 12は器形 胎土醜成 施文とも基本的に平安時代町主要と同等な土器であり、土

器というものの時代を超えた不藍性を示す つの見本みたいな形態であるが、その煤けとお餓

げの付き方もまた絶妙である。すなわち、外盟町蝶と内腿のお，.1¥げは3段階に分かれて、その

漫揖の度合がぴったりと一致しているのである.主責特の生態が、それを者組きする器円形態

と、その，u置である炉の形瞳を蝿定し、それらは農耕の提展に世って鍵移をとげる。煩雑~型

式論をふりまわ事よりも、これからは探鉢形土器本来の使命とその相手について考えていかな

ければならない時代である。 {小体公明)

鉱 業武雌錨，、 C'p州側文土織の必誠J fJoh117-7 U~IO 

e同苔鑑 r'j!州事三銅A土径の緬t界的位鑑Hltとその社会的背様」 信.. 四 4 昭包
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第5節 文様の解説

l 縄文式土器の文様の性格

凡そ、土器に胆らず.帖土を担ね造形Lて稗きあげた器物ほど不可解な物はない。それらの

土器や陶器には、世用上町揖障をもたせた「形J だけで~<、その表曽には、使用目的とは無

関係なさまざま!l絵画や文捕で色取られている場合が多い。

これらの象封閣や文様には、 見 何の変哲もない輯や点をはUめ 単純な樟返しでフめられ

たものから、甜維で極めて意味あηげな奇怪なものまでさまざまである。

ところが、それらのうち、持に陶器の絵画については、多〈の学者や美術開係者の考僚やliI

評が聞かれている。ところカ噂電文式土器となるとさっぽりである。もっとも.縄文式土器には

絵画は極めて少なく文織が主体であったからなのかもしれない。縄文式土器の宜織についての

鈴評は、せいぜい蛇体主を題材にしたものがみられる程度でしか辛かった。

どうしてだろうか。その答Ii簡単である.蝿宜式土器の文雄l率、土器型式を世定し届年を岨

立てるのに最巡の道具以外的伺抽でもeかったからである。l.たがって、その結果、土器型式
は無敵に設定され輔年も地方別に陸生し目的l主連せられたのである.

しかし、その後には置~産物として文雄を施した作者の意図を続みとる方法の存在すら忘れ、

ただ徒に緬年至上主袋に陥り他人の設定した土器型式や橿年を鋳るばかりでなく、ついにはコ

ンピューターまで動員するという結果をまねいでしまった.

本来、土器の文雄は、その副作者の考えやその時点で町撞行提 日常生活の状態などが型

作者の手先を通じて文障という r形Jで意蝿の有無にかかわらずに表現されていなければなら

ない.

Lたがって、型式控定や踊年鑑i立てには絶昨の資料と会るはずである.しかし、それどけで

は、主織のもつ性格の何分のーにLかならない.これでは、縄宜時代町生活町御庫が目的でめ

るとする考古学の方法鎗を震いた〈なってしまう。

2 文様の組成

縄文式土器の文相率、単に型式設定にf閉されるだけでないことは前項て述べた通りである

が.ぞれ以外、生活の橿原に世立たせるためには、その組成をはっきり把握Lていなければな

らない。

それには、文雄を醇に観療することから出直さな〈ては駄目である。問えI!、一見してVJ

りのぎらざらした無文の土器でも、昆削りした膚に躍が柏められでいるのである.これもー園

町文柑と Lて拙うべきである.また、この反対に、国出しした膚でも同措である。次に、 i本

の韓 1鋼の点のように、それ自体では何の意味も持たないものでも、それらが有機的に結合
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した3島告には:¥i:q年を有場るようになるものがある。また、はじめから目的をもってお古かれた宜

拙も~い。さらに‘施された r~J によ って意味を持ったり興 った意味に:æ仕する瑚告や秘歓

の意味を時合ぜることもしばしばで注曾LなければならなP. ¥ 

そこでヘこれらのすべでの文栂を整理すると次のようにニつに大別することができる。

A 基本形態の士機 それ白体では何らの草昧ももたないが、連続しとり{也との結合によ

り性絡が発生する。

日 彼合}彩簡の文雄 基本形態の文植が違紐したり結合Lて詳しZてられたもの、"よび、

出自主を意図的に嗣盤して表現した剖盤手法などである.

さて、このように文雄は‘基本形態とそれらの結合によって出来た被告形態町二つによって

此立っているよとが判ると こんどは、それらの施主されている r'MJ1JfJ亘書になってくるの

である。

促米、すべての文棉は、施主される唱が一定しているのでなく、器l遣のどこにでも好き腸手

に施されτいるものと111ぃ込んでしまっていた。別段、そうしたことに気を曲った脱に接Lた

ことがない。縄主人は、そんなに無神経で'第百十凶!i!j:人遣ではpたしてなかったはずである.それ

どころか.細かすき'る峰、必型以 lニ iニ r地」には神経を由っていたからこそ型式的l~定にも編

年の材料にもなったのである.f~Jえば、八ヶ岳山置の縄文時K中聞の土器を評して内由奔般で

恋端容造形の土器である。とするなど拡土器と文捕を知らない人的セリフとしか云いようがな

L、。

それでは、その喝とは何疋ろうかについて図解切ることにしよう。(車146. 147図)

一駐的に、中聞の土器町施主構成は、間外はともかく、およそ次のように五つの「基本体J

に分割して考えることヵror能である。

(I陣冊から下胴師、 (2腕師、 (31.上刷出から顕曲、 14比」柑拙から口将~把手、 15同堕の五分割

である。そニで、これら五分割された表脱出場が、どのような展開をしていくのかについて述

べてみることにしよう.

まず、 m<、白分 作者 組放の人々 栄蕗 大地など最も身近なものを表す場となってい

る。それから、口慢に向って、およそ土器の成形工程にそって揖附されていく。 1211主、日常生

活のうら、生届活動の場、人や剣物の胴部などを表す。 13)1"，生活断域の外、出!ち連世であり.

また目的や目的地および自鰍神への道程を示す山や川をはじめ、 地上と史、宇宙 神域との境

界を表す地平親水平綿でもある。また、これらと巨片的意味をもっ、雨宮古胤措掴~

rを袋担する場となっている。 14川、制望匝問をはじめ空宇宙 重などの{也、総合的な神

域を示す最高の以と決められているo(5)は、揖鉢などのように施主事E闘の回定されている器の

渇合に出η、:4)と同一町立時を袋す織と会り得るのである.

このよフに 丈栂を革本体別に分けで考え、それぞれの織における複合形態の文峠を有機的
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4 

3 

3渇

第146図 区間主a書簡深鉢

に結合させていくと壮大なロマンが見えてくるはずである。ところが、場が理解できても基本

形盤町文栂で構成されている被告形態の文様に意味を持たせて生命を支えることは非常にむず

かし〈、近代文明に汚挽されと頭脳をもってしては、とうてい不可能である。それらをすべて

揖い慌し、縄文の原点に立も捕って考えなければ.ーっとして、その意味を読みとることはで

きない。

3 文様の解説

E副主裟陣翠鉢 (第 146図34)

この土器lふ 32号祉艶見の土器でもある。飴土は輔避され賞描色で韓成の良好な土器である。

二次加熱を畳けた担障は少なく実用的合器でなかったらしい。施主構成は 剖描、区割宜が主

体を占め、円宜と半肉彫三宜主を多用して彼雑さを{斉唱している。

この土器など、従来ならさしずめ、自由奔欽葎暗絢湖町土器疋。と解価されるものであろ う。

そこに臨められた作者の心情が入る微塵の聞もあり得なかった.

さで、それでは見直しにかかるとしよう。 見して、 これ桟セクシーな士樟も少ない。男女

空告の図である.細かな説明lま各自、自分で想定しでもらうと Lて大略を説明しておこう.ま

ず、正面には、男性像が描かれている。大地に腰骨据えた直也である.腰部には円文を配して

屈指することを示し、それを囲んで半肉彫三宜主と誼帯主で運動の可能性を現わしている.右

足は大地に控し、在足は立膝をもって相時ませる。右手は拡大した陪腸を弄り左手は首に巻〈。

胴師は、刻目陸絡が背骨を示し、 口雄下部に円主を配して首をヨ慢す。頭部は 入組突起をもっ
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てかえ すべて簡略化Lている。顕剖が口符にまで上勺す右に寄せられて、その地位の抵さを

示tしている.

背偏には、女性fi!il(1i市かれ、その酎蜘告部R帥は口僻よ ηはるかに上でミミプク把手と岳つてゆ向

正而治か、らH魁Lに見える@女性f像象iはま、大地より上にあり、明らかに女性上位のJl!.位であること

が判る。腰部は完全に14同位置に昇り神絡化している.両足は双方とも立膝を示し在は上には

ね上げ口、る。首は双円文をもって左右に動〈植を務し頭項に蛇頭を置〈。蛇1本文は、 E翼線神

であるばかりでなく特に悠は性神でもあるので、大きな口を聞いと踊rsから右肩にかかる瞳は、

性究による世悟感を如実に示し、その統率力を持不したものかも知れ会い。女性器は円文で表

現 し、下方から紐#障帯て・INった矢形の粥桂が勢いよく実上げて萱告の樺をこれまた釦1主に表

JJIしている。

また 女性湖町神域には男性器が左右に配され、その直下町 t園部には女性器四姻が配置さ

れて錨柑の柑子が描き出されでいる。

この様に、この土器に描かれた文栂1..単なる性行為の描写疋けを表わした疋けでな〈、そ
れを合めと捕祖、つまり畠紛の基本を示した教典でもるった。それに、その描写力は抜"なも

ので、科学的であると同時に芸術性も高〈、後省の今町実力では、とうてい満足のい〈表現を

なし時ベ〈もなかった。

抽象文装飾聾 (話 147図 124) 

この土器は、 76持祉のF中に置かれ、その上に54-:社社のFが土器など無祖しで聾かれていた。

他人的持物など金〈意に介しない点、現在町風潮と以ていで興味をそそる。

土器はほ剖から F腕部にかけて赤宜し、上胴剖は条~且1出色を呈し揖械の用に供ししたことが

判る.

文捕構成{率、版部と口輔剖が醐監された無文穆で、その中聞は毘削り成形の上に3区分して

施主しでいる。この聞は、すべて水中または水に聞係する現象を描写Lている。

まず、 11間基本体では、 3本町院帯によって区切られた2段の描帯区劃士がある。この区劃

は内掃をキャタピラ文で陣取η、中尖に山形押引を入れて水の移動するホ回を表現しでいる。

その上には、大河からヲlカれた水路が椛かれ本桔的なイ布、家出脅の風景を袈S見して，いる。さて、

121と131(/)胸部および」胴却には、キャタピラ主によっで区切られた主掩のある大河が捕かれ

中に、水柿農緋神の一つである蛙が2匹と闘がz匹交互に錨き出されている。蛙は、胴と頭が
一体と♀ η両目は突出Lて中空白休部に通じている。手は頭町上に出で坤き・の状態を示し、両

足は、大きく聞いて円宜的問町田で曲り足首をはね上げている.輔取りはキャタピラ文と山形

押引で飾り唱水流をけたてて泳ぐ鮭の槽を削寓に表現しでいる.

次に間であるが、ニれは従来、山植魚文と呼んでいた抽象主である.山相魚は主として山聞

の谷間に生息する閣時穎で縄文時代の遺跡と分布が一致しない。釘とすべきでめる。聞は、雌
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高147図抽..主義飾型

縫カry;IJに表現され、その区別は賂で判断できる.

大河から水を引いて水田を械や1.-.その河には蛙を追う聞の生息する嵐最といえば、一寸、

我国では想噛もつかない情量であろう。その瀕掩をどこに求めれば良いのだろうか。中国南部

から印度東部にかけての地方に求める以外方法がなかろう.

4 まとめ

文雄の組成町項で、縄文式土器に加陣されている文織には、基本形曹と績告形態骨文樟があ

り、それらが、 5分割された各基本体の掲に、相時の配置をして描出されでいるという原則を

述べておいた.

文樟解説の項でi率、それらの原則にもとづいての解読を試みなのであるが、本摘では、基本

被告の両形態の文相の持つ意味を一行躍はぶいて解説に移るという変則な方法をとったので理

解しに 〈かったと思う。しかし、文樟に対して、このような見方のあることだけでも理解して

いただければ目的は半t裁量したものと考えでいる。今回は2倒疋けの解読にとどめたが、近い

#来、こフした方法が必ず盛行するものと確惜している。(武庫畿六)

参考文献 武藤雄六 r中期縄文士留の文鍾向"棄』 山鎗符古2. 3 . 4 .5. 6号
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第6節 曽利遺跡、における集落の復元

l 復元にあたって J 

由利遺蹄では、 5次にわたる尭掴醐宜により、竪穴住居社77基、土拡1∞余革、石組III広5

基が明らかにされている。竪穴住居は.平安捌のもの3革、縄文後聞のものl革で、掛り73基

は縄文中期に属する.ここでは資料の多い縄文中期の集落について橿元をめざしたい。

幅制遺跡は.幅l凹 mの南北にのびる尾担上にあり、東西 100m南北2凹 m、20，似陥ぜの面

酬に拡がっているものとされている。そのうち蛙掴調査の完了した部分は 1，0叩 m'にすぎず

いま疋遺跡町大半"地下に埋世Lでいる。したがって そうした小範囲の調査による陥られた

資料から、曽利遺跡の集帯についての全体憧をf耳元することは不可能であろう。しかも、住居

祉群は互いに亜桜し合い撹乱されて線維を極めている。その複雑な状態は一見、集落裡元を難

しくさせるかのようにみえる。しかし、その観雑さこそが的利集落の1M元にとって重要な睦な

のであり‘まさに僧制集落の特性を示すものにほかならない。八ヶ岳山躍に盛衰した諸島幸容を

みても、これほど間断なく長剛的に利用された集部地li，あま η聞がないからである。そのこ

とを念頭において、復雑化した資料を可能なかぎり瞬きほぐし集落の憧元を試みて、曽利遺跡

の全面鰐宜が完了するで・あろう持米の本織的な担元研究にそなえたいとおもヲ.

2 土器型式と住居群分布と集落

11>帯を復元する障の基礎作童のひとつは、問時に並びながら集落を形成していた住居群を具

体的に知ることである。そのために樋々の方法が聞罰されてきているが、最大の方法は住居祉

内に暁された土器の型式を比較することである。その地合.注意すべき点は、車穴住居祉内に

掛されたどの土器をもって住居枇の時剛決定の基楢とするのかということである.もともとE

穴住居枇内に11，その聾穴が廃絶される時点で瞳誼された土器群だけでなく、竪穴が埋まり軒

るまでの間間内に投入されたり流入した土器も古まれる場合もあって、その地合は当県、土器

Uたいに時間差が生じ、その整が型式量、幅年差となってあらわれることもあるからである。

しかし、尚孝'IJ!跡において生活面の土器と生採面から埠上した土器とをもっ実聞の竪穴に遭遇

してみても、両者仁緬年上の型式豊を認めるJ!¥告は少なく同一型式を示すものが多かった。た

とえ両者に微妙な監があってもー型式内の軍基に解消できる地告が多かった.そこで、監穴住

底社内に残された売暗に近い土器群をめやすに時期決定を行ない、炉の形態、住居群町間隔、

住居の重視関係などを補助資料としながら佳居群の同時住と分布をおさえ、集落を考えてみる

ことにした.

前期末 日向式(1;噛C式)間畑式(十三軍事提式)の晒片も少量みられるので発樹区域外に
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革148図 九兵衛尾植，措~r( . 新道式聞の住居酵の分布 (1:800)

住居祉が~予想される。おそらく九兵衛尾担式期に属する40号の北東方面、尾祖がこけた日溜り

地形の均所がliiT期末集部のt也・1であろう。八ヶ岳山車では寵畑遺跡や日向遺跡を代表として削

間末には日溜り地形を選ぶ特色があり、尾植の平担面に進出するのは次の九兵荷尾植式期から

でめる.

九兵衛尾被式銅 九兵衛尾植 I 式聞が西から74号暗号 30号 37 号 40毎の 5戸九兵~j

尾椙E式期が57号。 78号 36号 34号 42号 79脅の6戸である。 78号は陸直しによηI式聞

とH式剛にわたっている.また45号は貧弱資料のためI式刷とH式期との区分が睦しい。この

九兵衛1.. 担式期では、中，r，.岬78号を除けI!住居は 庵植の時辺部に鳥時形に並ぷ配置をとる。

その住居配置がI式朗とE式期とで酷{以しているのは、両聞にわたη』義務が融輯したニとを示

Lている。なおI式聞の30持 37号 40号の3戸が近接しすぎているので、これらは同時存在

したものではな(2世代にわたるものとみられる.

諸沢・新遭式期 第沢式の古式を出す住居祉は健見されていないので.絡沢式古闘において

集穫は中断されたことがわかるo !丹沢式の新式を出す住居は67号ーの 1戸のみであり、これが次

町新道式聞における集落の祖をなす住居であろう。67号に同心円上の瞳曹がなされ新道式朋の

担8-
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第149図藤内弁戸尻式聞の住居群の分布(1 政均)

師号が途腔されたと判定されるからて・ある。新道式聞の集訴は66号円近辺に68号、 73号が三角

形に並ぴ尾恨の中心部を占拠する。この3戸あるいは2戸という単柱は世利集落での基本的な

構成単位とみられ、前時期の九兵衛尾恨E式嗣でも東地として34号暗号 36号の3戸が三角

形に並ぶのが興味ぷかい.

藤内・井戸尻式期 雄内I式闘には西から47号 76芳 72号 33号 32号ー 21骨の6戸が分

布する.やはり東組として33号・32号。 21目的3戸が三角形に並ぷのが注目される.次に車内

H式剛には臼号と60号の2戸が西組で、 22号 35号 39号の3戸が東組であり、こ，の3戸は耐

時聞の蝉内I式期の配置を金〈融ホしている.このように住居配置も融承され、土器群のうえ

でも連続しているので腸内I式聞と目式期との聞に墨落町中断は考えられない。躍内H式聞に

おける神色1;.r.拙の中心部をはさんで世'/;5群が東西の2組に分れる点にあり、これは弁戸1λ
旧式期.!ol利I式期、国利皿式期、信利V式期などの時間にも繰り返されるものであり、非常

に重要な特色である。

井戸尻i式聞には20得 。41号 。51号の3戸が距離をおいで分布し l単位をなすが、前後の時

期との集積書の連続性については不明である。また弁戸尻町式聞には西に3号‘東に38号の2戸
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lI!l田図 曽制r.ll式闘の住居君事町分布 (1: 800) 

が吋称的に並ぶ.

.'H . II式期 曽制式聞になると住居静全体が尾植に沿っτ南へずれる.すなわらゆ期前
半町集帯の中心師. 67号町一得が中岡後半の集落の北端に重なるよ うに~る.まずIUH 式期

でl率、商から46号 .12号 4号 5号 71号 65号・ 77持団号 19毎回号 29号の11戸が

半島蹄形に並ぶ、この11戸カ市l時に並んでいたのではな〈、少な〈とも2世代町買代が考えら

れる.それはζ4骨と 5号 18号と19号ーという 2組の量横倒からも明白でめる.旧世代として

酉から12奇 4号 19号ー 26侍の4戸.軒世代としては西から 5号 71号 77号回号日号

. 18号の6戸が土器とFの樟相から区別でeょう.19号栓まで園査祷みの第一二次綴告書で

は値判I式聞について3世間町区分を理宣してあるが、そこまでの区分は障しい.>>:の曽利目

式聞にもL式岡田住居配置が引き躍がれ.李耳障彩ないし軍棋に並び、 11骨国号 ・6号，田

号・ 55持司号 17号笛号の8戸が臨当する.この"判E式期内では量檀し合う住居がない

点が注意される.その8戸のうちでも国号泣向に授された土器欝の多量さは特異であり、人為

的に集掴された輯態であった.(t 台、白骨栓IHf判I式量出したカ暗面下の埋費疋l打率曽利E

式に近いものであり、その点もI式闘と E式聞との集搭躍植の間後資料となろう.また5!揖雄
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描151図 曽利回，N.V式期の住居群の分布(I 回0)

の乳神状層石斧町暗Hと58号1止出土の恒片とが措告した事寓があり 住居の同時伎を間拙的に

示すものである.

僧利回 N-V式期 さで曽手11凹式聞にli.西組として13母・ 8号・ 9号・ 7号 70号の5

戸があり、東組としては団号・ 15号・ 61号 甜号 27場町5戸で合計10戸を世える。注意した

いのは.憎制lV式のセ yトをa.した16号の埋1I!だけi率的手l田式の典型酬であって、この16-号が

白判町式聞の15骨量切って槽揮されていたことである.すると16号祉の構築聞は由利回式剛、

廃絶闘がW式聞との見方もできる。この15号-16号という事制から曽利回式期内について 2世

代の買代が盟みとれる.一方、商組の5戸でも8号と 9号が切り合い、 9号は7号 13号とふ

れ合っているので2世代以上の空代を悠宣するのが無訟であろう.なお8号祉の完帯土器は、

世釆の報告書ではW式に入れられたこともあったが明らかに由利回式である。ともか〈 国式期

の特置は、尾根町中心部をはさみ東西2組に2極化することであって、北が聞〈耳障形の配置

も予想されるのである.

a・手lilV式剛になると69-号日号臼号 16号 31号 24号の6戸が弧状に並ぷ.このう色白
号・ 31号。 1 6号の埋聾は同 ~N式でも古い様相を示している。しか L、この6戸は、まず同一
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世代の家屋とみなしてよい疋ろう.そうみれば、各住居に想定される出入口師町方向が、彊状

に図まれた空間町中心点に集中するのも納得がゆ〈。そして信利V式聞にいたると西の10号

東の14号、北の49号の3戸が陀雌をおきながら三角に並ぶo 1陸後に52号は、これらに若ヰのみ

後続するものであり、これを最挫として曲利白描蕗は軒話する。

以上.時期別に住居配置、戸数、Jt躍の連続性などを詳し〈述べてみたが、そのなかで気づ

いた点をあげ、解釈を加えておきたい。まず指摘したいのは、数型式聞を単位に集落が連続し

ている占であり、中期の金問聞のなかで盟国のみ過酷化する時聞がみられるにすぎないという

様である.ことに中拙櫨学的5型式聞にもおよぶ連続性は控目に催するものでゐ η、>;1]節で明

らかにしたような宜作農緋を基盤とした集落町安定伎を住みとることができる.中期間半につ

いても、敏型式聞にわたり集落が融輯している植相からは、同じ塵械といっても雄知"~f符より

も一歩道ん疋農耕形態さえ想、定されるのである。なお、やや遡った前JlIH農学では中部地方でも

高地性遺跡も多いのであるが、これは山間地町斜面を本11閉した韓畑農械の集部祉なのであって、

八ヶ岳山雄の前期末に日溜り地躍を選んで集落が立地するのは、斜面利用の肱畑町般末段階を

暗示するものであろう。次に指摘できるのは、環状や!'5蹄形を基本とする集落でありながらも

制却は格I散の単位に分れている移実でゐる.中刷会体を民いて常に2-3戸が縦揺の基本的(1

構成単位であり、ことに3戸の渇告が多い。この基本単位を形成する各戸は、 Eに血柑的に深

いつ舎が勺をもっとともに生産や消費の而においても切り雌しえないものであろう.こうした

一単位は、まさに r札という慨念でまとめるに値する.すなわち議器全体は観世田「組」か

ら成立するのであり、抑制遺跡で{左京と西とに住居群がE傾化する喝合が多〈、民絞誌にみら

れる社会組蝿町一形曹としての「分繰UIしがとられていた可能性がつよい。たとえ戸数が沿抵

の2戸に落もたとしても.東と画とに般娯と住居カ対称的に分れているという背坊には、そう

した双分制や三分制をひっくるめた分t晶制の社会組捕を想定せねば理併できない.

きで、いま一度、戸世が減り過酷化する時期、とくに井戸坑旧式朋と曽判V式聞とに目を向

け、ひとつの解釈を拭みておきた "0 世居配置における中阻前半のf~続性が失われ新たなる配

置が曲まる過渡期、曾い換えれば均時形または環状篤蕗町中心が南へずれる時期、それが弁戸

尻目式聞なのて・ある。中剛前半と後半との聞にみ勺れるそうした集落上回変化は、後節でふれ

る摂配面をはじめとす.る掛々主要曹の宮動と軌をーにしている.その背後には、生草の賓化す

なわら観J著作物の宮北が想定され この聖化が石器 土器等撃の道具や集落上町変化を似したも

のとみられる。ところで中間末の的利V式捌を結後に，~~描H手伝 η理状の且落形瞳は崩壊する.

これは、中岡後半に最高療に遣した変作を主とする農緋がを安微Lて{也の農勝静暗に橿換されて

しまう背景と揮〈つながる現l!tであろう.
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3 住居の形態と集落

ωヰ1I遺跡のように重複住居が多い遺跡では、住居祉の形態や京理構造について多〈を時るこ
とはできな，'0そこで数fJj自について平幸記するにとどめたい。

まず-'J!Ij白形をみると、円形、情円形 不事愛情円形 不盤川形が主流であり、九兵捕J星組I武

則的37埼雄、臨内H式期の39時社、省利I式醐の29号社、僧利凹式剛町27.g.祉のように附円形

とは"え同九方形に近{臥したものが散見される.また、中間前半の1Jカ句愛半{こ較べ不盤形のも

のが目だつ。次に肱i¥.をみると、 極端に大きく深いものは後半の僧利式朗に多〈 逆に中間初

瓶の J，共慣行 I~!a式聞には概して細いのカ梓置である.また Iffl1，111ム金周するものカ噛利E式の

17丹社、 四式の27勾社、町式的16持祉など3柵みられ 中朋後半に多い.周潟町有無は駐日住

崎町揮さにも間隔あるらしく、たとえば住居の浅い九兵慨I~!R式期のものには周揮はみられ辛

い。この:hJ<1.li ji!!且式削の傾向は他の中部地方全般に当てはまるものである。さで住居社内の

ま戸をみょ っ.中央に近いものと奥壁寄りに圃在しているものとの2樋があη、総様は中間後半

に大型化する。以上のよう岳町要曹を総合すれば中期後半(僧孝1)式朋)町家騒構造が最も堅固

なものであったことは明白である。これは、削'liで明らかなような判事Ili~J聞における農緋集落

の長岡安定性と悔躍に桔ぴついた現aであろう.
最後に住居の縦模についてふれておこう.中朗全般を通Uて飽棋の変化は顕著ではな〈、そ

の代り一時刻!の晶帯が常によ小さまざまな住居の組合せから成り立っている点が控目される。

この事翼民居住者数の大小.l!'核構成、居住僧式などをE映寸るものであろヲが、それらを具

体的に知ることは困獲である.ただ注目しなければならないのは、各時期の住居祉群中に必ず

1戸の大型住居が入っている点である。たとえば、藤内I式聞の21号{岳桂 6.5m)，腸内E式

刷の54.:片[袋詰7，m).f苦手1)1式聞の77号{長住 6.1m). 1'1利 目式閣の17号(長怪 7m).'iQ利回

式聞の7持(長116m).騎手1IIV式聞の31号(長ff5.5m).鱒和I)V式踊のH号 (長珪 7m)など

である。その一時聞の住居群の中で相対的に大型な住居が、 曽利I式、 H式、 IV式. V式の各

聞にわた η点酬の同一場所に作られているのは単なる1崎県であろうか。国式周の7号を陪けば、

時の施れを越えで、相対的に大型な住居の構築場所が閣製されていることになる。この「路銀

性Jは集落町融蹴と中断の問阻を考えるうえにも桂立つ資料といえる。こうした相対的に大き

な住居の集部内での役割についてあえて考閉すれば、と〈に夜剛とか必うだ棋の場合、多数の成

員カ唱まり共間作章、行事、集会を行なうのに段通疋といえよヲ。

4 集落内での祭配のありプJ

祭配、呪樹、悟押などが.ひとつの車部の中でいかなる形でもみられるのかという問題を関連

する施設や器共のあり方から鎗Uてみたい.

111祭配の内容
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まず埋曹のめりjjをみよう。中間後半に回定されているのは埋曹のー般的なあり方であるが

曽利I武剛後半に小型台付土器の持殊会埋漢があること、的利H式削に企〈埋嫌がみられない

のが特憶である。普通、埋!I!は、。。利H式即に一般化切るものなのである。特殊会場礎的みら

れた29持祉には石柱 釣手土器・骨炉醇土器もあη、埋曹の容摘も俗小であることから一般の

埋曹とは性絡が呉なるであろヲ。次に的利H式聞に埋複を全〈欠くという場実は、この時間同

僧制集団は埋唖習附を畳け人れなかったことを示すものであろう o ¥'1利回式刷以降においても

埋裂を持たない住居の方がやや多〈、曽利遺跡では睡して埋聾が少ない.この少ない傾向は、

石桂石神が他の遺跡と較べて饗しく尭遣していることに探〈関係するのだろうか。なお埋穫

の用途には、幼児理委事説、胎盤耳鳴姐見のほか1i':屋建立時的建集儀礼d.!lなどの諸説があるが、僧

キ 1)ìJ:跡でも決定的資料が得られ~かった。

次1:f}(穫をみよう。怯!l!il，f主菅祉の康面上に伏せられた鑓で雌剖は切除されているのが普

通である.伺利遺跡では、 27号社、 28号祉での石柱石神に伴うあり方が非常に類似しでいる

ので、石柱石神とは陰陽を撲にした岨術祭配的信性格をもっていたのだろうと述べたこと

がある。しかし武拠品六氏は当初から!I!被り耕民金強〈抱いてきた。録近では山本氏によ札

このf大護施設が r倒置探鉢形土器」として集成され、曹被η轄説が強力に健出されている。た

Lかに鍵被り輯ならば 的手1)27舟 28号の湖台、石柱石樺が師位置のまま鹿絶された背叶も

理解しやすいという利点がある。しかし、とくに28号の励合、床面下に8師も宜いこんでJ話器

されていて塑被ηとするには凶維であり、床面倒置i案鉢すべてを単一の間違・性絡でHtするこ

とはできない。憎利遺跡の渇告は、石柱・石捕にともなう祭肥共と想定しておきたい。

土偶1:，(j手IIJ式聞の白号祉に確実に伴う例があり、この時期には、石柱をもっ29号祉が別

にある.八ヶ岳山雄の他の遺跡を柚討すると土偶li，石桂 石神とは別々の住居にみられ集落

内で分省されていたものとみられる e ところが伊郷谷では土偶と石位 ・石神とがJciJー住居から

出土する例も多いので遣った配り方が鍛定され、地場珪が坤かんで〈る.現在でも閉じ祭りや

年中行事であっても情郷谷と諏肋盆地とでは微妙な民帽の差があることに一脈通ずるt酎或韮で

あろう。

石柱 石神も中醐後斗'に圧倒的に多〈 、中間前半では井戸尻i式期の48号に出入口型の石柱

がみられるにすぎない。このうt)~í踊石障は中間後半の的利式聞になって初現することが明僚

にでき、 28号枇のF捕からの出土柵は好資料である.石桂にも祖々の形態カあり 三角~四角

桂で頂部の尖ったものもある。これは しばしば石組祭壇(石壇)を伴い、 27号J:Jb'i典型倒で

ある。こうした石桂は、集落共同町祖先神をまつった色彩がつよい。-)ヲ、石神!率、収綴物明

増巌、人々と集落の響曲を司る生殖神の{次代としての性絡がつよい。

(2) 祭配の暗立と背景

曽判遺跡でも中間後半になると住居内町一隅に祭配施晶が投けられ、屋内祭式が確立して放
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も著しい発還をとげる。その確立期が僧利I式-0式期であり、先遣のような埋曹、 f大曹、有

顕石捕、石組祭壇{石壇)などが突如1として出現するのである。この出現とともに中間前半の

蛇体談師、人体後師、踊面把手などの輔神生活を表わす土器文棉は完全に百定され梢輔する。

こうした変化11，集落のうえにも現れている。このような摂配の確立は 生葉町重化すなわち

麦作農織の畳織を基礎にしたものであろう。

理〈大陸にHを転ずれば、有頭石棒、埋彊が東北アジア 帯に分布しているのである。かつ

て2産省は石神祭式の意味を詰ずるなかで大陸一械での島締文化にともなう石神に注目して、縄

文前期末から中聞の石神の祭配は農耕とともに大陸から檀米Lたものであろうと論じたことが

ある。今もそのraを聖更する気持はないが、有顕石樟疋けは中期中頃の僧季lJl式朋頃に大陸か
ら渡米Lた要素と考えたい。右頭石神の分布域は査作品緋地帯に亜なるのが大陸でのあり方で

あって、省頭石捕と聖作とは切ることのできない開院にある。その聞係について武蕗瞳六氏は、

r査は播種されてから収機されるまて・約10ヶ円を要し、その生育制聞は、入閣の畳胎から出産

までの問聞と一致する。この関係は極めて重要なことで、瞳子を播くことが析しい生命を証生

せしむることに目覚めた柾拠である」という説得力のある解釈を示している。有頭石樟は、本

来、量作の農耕に結合するもので、その聞係t率、銅骨摂杷の水稲農耕祭犯との?官接な聞係に対

比される疋ろう。

さらに埋獲も、大陸の岬昭文化に暗実にあり、朝鮮半島にもみられ、年代的にもほぼ一致す

る。また値判遺跡では表掠品の土鮪も、押聞文化の廟虚構遺跡等にみられ、相互の閑適性を示

唆している。

こう した曽利式聞の祭配に関する一連の要量は、中則前半からの内的発展として生れたもの

とは考えにく〈、大陸からの集団の渡来により査作農耕の役柄とともに伝来した要棄なのであ

ろう.

131 軍配のあり方とS義務構成

曽利I式期の29骨祉は、東北岡に石桂がたてられ 非日常的な釣手土器と香炉形土協が完形

のまま床上に暁された特殊な夜埋祉であった.こ町家屋は、軍配の時にだけ悼われる祭配専用

の家閣ではないかという感想さえ抱かせるものだった。この29号祉には撞窓するl:日杭の石器

額もあるので、祭配専用の家屋とは断定はできない。 少~くともこうした石柱ー石障をそなえ

と家哩というものは、司祭者を含む普通の家織の住まいだったと考えられる.ただし、その家

屋内での祭配{率、その家鹿内町成且疋けで行われたものではなく、』暴落全体あるいは住居群全

体にかかわるものとみるべきである。

石柱石神の住居内での世置渇所に炉辺型、奥壁型、出入口型の3檀がめり、同一時期の集

落内で樋々の組合せがみられる。今のところ3櫨がトリオをなす冊はみられないが、出入口型

石桂と炉辺型石神(曽手11U式期の6号と59号)、炉辺型有頭石神と炉辺型石柱 1¥:1，，)旧式聞の28
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勾?と27骨)という 2輔の組合せがみられる。その鳩合、石柱と石神とが吋にeっている点に注
意したい。また石神や石柱が単独でみられる弱音(留利I式剛.IV式問}もあり多棉なあり方

を示している.こうした組合せは、祭配内容はもとより祭場E組蝿が単純でなかったことを示す

ものであるが、別にr.e槽軍配と聾団構成」というテ マで結じたように、双分制、 三分制等

の分組制の社会組蝿と探くつながっていたのであろう。

なお、石位、石神の背後には、摂配植を操った骨車町人物を想定せざるをえず、と〈に石桂

の祭配を司る人物は集帯の統当事者であり首長ともいうべき立織にあっただろう。

5.曽利集落のt桜聖的位置と性格

八ヶ岳山鍵のなかで直跡の密度が最も高いのは 尖石、阿久、弁戸院を宮む西f句麗のー稽で

;，る。西雨量のなかでも遺跡分布に濃棋があって、数トの遺跡群を摘出することができる。切

利遺跡の近辺には、捕りの弁戸尻遺跡をはUめとして大花弁戸 日向新田平 子問・池臨

小井戸・小平"どの諸遺跡カ宅学在している.これらは、ひとつの遺跡群としてのまとまりを

みせているのであり、地名をと って池袋哲学と呼ばれている.池島群のなかで措となりえた集落

は 日両(前醐末)→井戸尻(中期} 也君11(中期)-大花 (後~瞬間)と錐移しているが、

中期じ胆れI!、的利が中桔的集帯てもあったことは否定できない.中期の他の集落は、 1-2型

式という短刷聞の断続的なものが多い。 ただ、~利の東隅りの尾担に形成された井戸尻遺跡に

は、小組棋告がらも中間全般にわたって集落が形成されている.しかも曽利に戸数の多い時聞

は、弁戸mでも多いというように呼臨している。そうすれば、僧利と井戸且とは同一』義務の遺
跡疋とみてよさそうでみる。このように二つの尾担状台地、時間によっでは更に多〈の尾植に

点々と官厘のかたまりが並ぷ風景{志、近世田村帯社会を理起させるものである.

j!I判は、地時E孝に凪らず八ヶ岳山鑑の遺跡群町中でも盛大組の遺跡である。最大級の遺跡が

残された理由は明確ではないが、曽判的地• .'}，に立って四方を眺めたとき、小田ぃ山や独立丘に

周囲を阻まれた隠れ里の土地という嘩を抱がざるをえないのも無視できない要素といえる。

~判には、精宜前期末に居住町躍跡がみられ、中期初頭から最ヨドまで土器型式のうえでは連

続しで集落の形成がみられた。実聞には、一型式の醐聞がlOOqととも推定されることを悲起す

れば、集帯t志向置も中断して集団の往来や離告があったはずである。 Lかし縄文中期的金剛聞

を通じて、中断の期間がー型式に示される聞聞を一度も越えなかったところに前利集落の特色

がみられる@

垂直分布をみても八ヶ岳山置のなかでは散も低"'1I所に曽季11は立地している.そして、地理

的にも、文物が往来しやすい川師、量無川に畳も近接するとともに、八ヶ岳の酉繭lJl部と東輩

出とを結ぶ掛布でもあり、山量部の平担面がIIも狭ぱま った場所に位置する。だから往来する

人も文化も、必ずこの付近一帯を通らねばならなかった。

-256ー



そうしと地理的位躍と理Jlに注目4れI!、甲府盆地から八ヶ岳束維をへて流入してくる文化

の泌も、避に松本平伊都谷保肪湖出からの文化的織も この穏"1集部によヲて中継され、

迫7i車種へとf云遣されていったものといえる.それ疋けに八ヶ岳山置の集落群のeかでも嶋利
に形成された集部の楠能"大きかったものと号えられる。

(晶輔元広)
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第7章 結 語

第三次調査の終了以米すでに8年余りもすき'でしまった。時間の桂過するのは早いもので、

その問、向をしでいたのかと自問したくなる躍でゐる。健掴が料って盤理を拍めると次の提掴

に追われ、後の品が先に~ったりして思いながらも今日まで米でしまった。

龍三次調査の桔果は、制査が持了次第、直に遺物整理にかかη、翌年、収蔵聞が完成した時

点で、すでに土器のI~原が完成しl耳楠町救急Eも進んで調査と遺構の項は半，.完了していたし、

遺構の製阻lもl)J刀彩宕の揖力によって一歩手前にまで遣していた。この間子疋とすぐにでも報

告書のlli臨というはこびであった.ところが、 「師事に躍多CJの曹ではないが、そこで止つ

でLまったのである.

提掴調査は、住居祉がぜいぜい歓基程度のものを一年に一度か、 一年お舎程度であれI!何と

か凶転がつくのであるが 中規棋の10基以上ともなると一人では、どうあカ代、ても駄目で、滞

ηuじめると開聞がな〈なってしまうものである。それからというもの、棺ηにたまって現在

では手のつけようがなくなってしまっている。

第四次醐宜l率、 '1、焼閉であったから整理ははかどり岨闘であったが、第五次調査は第三次調

査以上に蝿僚も大きく、提且した遺物は甚大な散量に遣した。当初の計画では.代表的な遺物

を摘出しで報告笹を作製する予定であったが、後れついでに完堕を閉するべく‘一応、全資料

の再点検から拍めることにした。

従って、軍三次から第五次調査によって得た全ての資料を新蝉な感度で見なをし、執省長分担

を配分した.即ち.醐査については、各次別に、それぞれの責任分野で執筆をし、新知見はそ

の節度帰入する方式をと った。また.全体的に 1;，醐宜次別とは無関係に重要~項目を睦定し

で考察の項で一括記述する方法を時用Lた。

その結果、本報告審でlふ尭揖閣宜の年次こそ古いが、その内容は全〈新しいものとなり、

最近調査した遺跡の報告書に比し阿ら遜色のないものにすることができた。さらに、考察の'1;

では、最近の研究の成梨を海入して研究箸としても、手前味噌ではあるが'弁戸庇』以来の出

衆であると惜Uている.

まず、遺構では、相Eの間(f，を重視して検耐を加えた結果、従来、とかく問題のあった輔年

についても実証的に解決できた固また.ヨw;立地の面では、台地上において、 R塚遺跡と共通
する位置関係か可書認できたし、土拡幹との相関々係も把握し得た。

遺物では、土器型式的再構討によって従来の緬年カ叩毎正剖分を除いて正しかったことが立旺

され、新しい融点{こたつでの土器型式と踊年との関係を再認捕することができた。さらに宜織

については、これも新感覚による文捕の意綾を強調して f文時の解説J という新分野を査喝さ

せることができた.

258 



，〆

石器l志、今までの石器というイメージから完全に腫れた全く新しい「農工具」であるロとい

う前纏にとって尭見した金資料を図示し詳細な楠討を加えてみた。それらをまとめたのが脅察

の「石製農工具Jである。こうした資料の拙いl率、最近、ようやく、わずかながらみうけられ

るようになっできたが、本絡的に取組ん疋のは本報告が畳間であろう。

さて‘本報告書で11.発銀調査の結祭を忠実に記述したことは当然であったが、それ以上に

一貫して「縄文時代の農総社会における生活文化の実態把爆J に重点を置いて届集した。した

がって、従来の「持雌採集社会」観に基く研究者からIi極めて雑駁で柑度の低い報告書と見ら

れるかも Lれない。 Lかし、販の中で処理出来ることまで図示し曾つらねる時間的主余柑も企

もない.自分の頭の蝿を追払う以外に何導的他窓もなかった.
J 

水掛誼はきでおき結鎗ををだう。ここ数年来、発掴調査や考古昔の運営にたずさわるかたわ

ら土器や石器の製作実酷を重ね、同時にそれらの使用実駐も合せ実施してきた。それに、提掘

による時見はもとより土器中に混入していた殺出植物の現生租による栽培実験も実施して楠耳

に勉めた。それらの結果は、現在監理中であるが、原則ともいえる 点を摘出して参考に供した

L‘。

問えi王、石総が矢の先に取付けられた如くに、一部の例外を障いてほとんどの石器は、材質

に石と怯の量があっても「同じ作畢 動作をするには同形になる」と いう法則を場き出すこと

ができた。この法則は極めて簡単明暗なもので雄れにでも理解できるものである。憧にむずか

しい埋r;を作り上げ、それカ哩解できない者を蔑む必要は全<{t: Po貌々は、臼分の奮いた事

項には、すべての責任を白うという自信をもって鉄筆している。したがって出される批判も悪

口まで、そのセリフのすべでが判つでいるから伺等のおそれもない。

大分、横道にそれてしまったので軌道修正して本筋にもどろう。農工具という生躍器具を保

有し、土器という生活用具を保持する高度の文化が、はたして持蝋採集社会であるだろうか。

ぞれ疋けではない.すべての遺構も遺存されずに消滅した生産 生活用具などを加えると尚更

であるo LかL、枝々は、自分の説を押付ける考えは毛頭ないし完盟だとも思っていない。ょ

うやく精頭に手がとどいた程度でみり、これからが本当の勝負だと考えている。最近、炭化種

子が載繕橿であると鑑定し縄文農緋存在町一助となった植物学者に、構告から強力な圧力を掛

けている考古学者の居ることを聞く。盟に田鹿け。たことである。

さで、本線告は、時間に追われ微力さもでつ疋って欠陥疋らけのものとなってLまった。し

かし、これが、縄文時代町生活文化を考える上で綾許かの参考になれば宰である。

最後仁、韓掘に参加された多くの方々はじめ、報告書の刊行に助力きれた製図者 執筆者各

位に揮甚な暗甜の章を表す次第である。(武藤雄六)
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相互の曽利 中央の白い建物が収蔵庫 右手の山岳は平安駒ヶ岳
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図版 l

左は鳳風三山



図版 2

第32号住居盆 {海内 I式期}

第26号祉 {手前)-第却4多量 {上手)



図版3

第百号佳厨枇 (.利 I式闇}



図版4

第28号住居雄 {曽;fIJIII式期)



図版5

第27号住居祉 [曽利111主主蝿 炉雄両手聞は国号桂町竃)



図版6

!l!23号住居紘 [平安後期)

!l!23号雄炭化材と須恵器内出土技l!



図版7

回当品
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!li4.号住居祉(井戸且I式朗)

第拍号住居雄(・利V式朗)



図版8

第五次発鋸 グリ ッド全景

!l¥66号泣遺物出土状l!



図版9

遺物出土状態 上第51号包上 下 第50号泣
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図版12

発指区西南部町住居右上群 {手前 50号祉)

発樋区西北部の遺栂 (手前日号泣 中灸土佐群 1 ) 



図版13

重複する住居泣き字(手前 69号社 中央 54.76号泣)
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第66号急上{外側 新道式期).67号急上(円側 絡択式期)付近



図版14

第64号住居祉 (曽利W式期)

節目号住居雄 (.利 I式周)



図版15
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第59号住居急上(曽利II式期)

第52-53'68号住居祉



凶版16

第帥号a酋滅的土拡群

石組土紘務 (曽利n式期手前から 1-5号)



l号 2号

3号 4号 5号

石組土抵群



図版18

石鍬 各時期住居社



図版19

有屑 有韮靴形石器 (中緋除草具}



図版20

打製石庖丁 (収穫具)



石鎌/両側端挟ロ石器(種鏑具}



図版22

凹石鰭右右皿 {調藍~製紛具) 第32号社内セット



図版23

各種的哩石器 (作骨加工具)
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曽利遺跡遺構測量図

第3図 曽利遺跡、遺構配置全体図

第4図 第三次発掘調査遺構測量図

第63図 第五次発掘調査遺構測量図

一ーその 1 平面図

ーーその 2 縦横断図










